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プログラム 

 

第一日 12 月 1 日（金）13：00 ～ 20：00 

「海辺の自然再生に向けたパネル展」および交流会 

会場：横浜市大エクステンションセンター（みなとみらい、ランドマークタワー13 階） 

 開催時刻 内容 担当 

講義室 13:30～16:30 アマモ類の自然再生ガイドライン

策定調査検討委員会 ＊1 

(社)マリノフォー

ラム 21 

セミナー室 

およびロビー 

13:00～17:30 ポスターパネル展示 ＊2 ア マ モ 場 再 生 会

議・国総研 

ロビー 18:00～20:00 交流会 アマモ場再生会議 

 

第二日 12 月 2 日（土）10：00 ～ 17：00 

「第四回横浜・海の森つくりフォーラム」 

会場：横浜市大金沢八景キャンパス、シーガルホール 

 開催時刻 内容 担当 

ホール 10:00～12:00 子ども達・学生達による自然再生の

活動発表 

アマモ場再生会議 

ホール 13:00～16:00 報告・講演会・パネル討論 アマモ場再生会議 

ロビー 10:00～17:00 ポスターパネル展示 ＊2 ア マ モ 場 再 生 会

議・国総研 

 

第三日 12 月 3 日（日）9：00 ～16：00 頃 

アマモ場再生に関連する施設見学会 

見学先 開催時刻 担当 

神奈川県水産技術センターおよび

（独）港湾空港技術研究所 

9：00～16：00 アマモ場再生会議 

 

＊1 「アマモ類の自然再生ガイドライン策定調査検討委員会」は、このワークショップの

参加者に対して公開されます。 
＊2１日目、2 日目のポスターパネル展示は共通の内容です。第 1 日目にパネルの前での説

明・討論会を計画しています。 
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市民（国民）・企業・行政等の様々な主体が協働して社会を作りあげていこうという流れ

は、日本においても太く、強いものになってきていると感じます。とりわけ、われわれを

取り巻く自然および人工の環境の悪化に対処し、良いものは残す、または保全する、とい

うことが必要です。これらの活動（行動）を、一部の専門家や行政などに任せておくだけ

では解決への道が遠い現実があることが、ここ数十年間の歴史を振り返るとよく分かりま

す。私たちは、私たちの身の回りの問題と、地球環境とが密接に関連し合っていることを

知っているのですから、遠くを見ながらも近くの現実に対応して行くべきなのでしょう。 

本日は、全国からお集まり下さった皆さんとの間で、海辺の自然再生について、各地の

事例を報告し合うことにより、今までのわれわれの活動の中で、良かったものと不足して

いたものを明らかにし、今後の、正当で、可能であれば効率的な方法や手法を作りあげて

いくことをしたいと思います。 

私は、海辺（沿岸域）の自然の保全・改善をどのように進めていくのが賢いのかという

課題に対して、いくつかの地域の事例を比較検討することが有効であろうと、ここ数年の

間考えていました。われわれの仲間たちと話し合っていくうちに、それは「アマモサミッ

ト」を開催するのが適当であるという考えにまとまってきました。 

このような背景から、約１年間をかけて議論してきたものが、今日ようやく形を顕し始

めています。以下は、今年 7 月に全国の皆様に提案した「アマモサミット・プレワークシ

ョップ」へのお誘いの文章を基にして、準備経過の中で決まってきた内容を折り込んで、

修正してあります。今回のプレワークショップの企画は、主として「金沢八景-東京湾アマ

モ場再生会議」に集まるいろいろな背景を持った皆さんのアイデアと実行力によってふく

らみ、現実のものとなりました。 

12 月 1 日～3 日の間にいろいろな角度から海辺の再生について話し合われると思います

が、それは、問題のごく一部のみを扱っているにすぎないことも、明らかになるように思

います。 

しかしながら、まず一歩が大切でしょう。皆さん、この三日間を有効に過ごしましょう。 

 

1. 趣旨 

四方を海に囲まれたわが国にとって、海の環境、とりわけ沿岸域の自然環境を再生・保

全することが重要です。とはいえ、現在の日本の海の状況はかつてわれわれが享受してい

たものとかなりかけ離れてしまっているように感じられます。このような認識は、じつは、

心ある人たち、機関、組織の人々が共通に持っているようです。実際に、自然再生推進法

の施行、自然との共生を目指した港湾・漁港・海岸などの公共事業が実施されるなど、海

の自然再生・保護に対する関心は全国的に高まっています。 

私ども「金沢八景-東京湾アマモ場再生会議」は、市民・NPO/NGO・小中高校・大学・研

究所・企業・行政など、いろいろな人々・組織の協働による東京湾の自然再生をめざして、

横浜市の南端に位置する金沢湾を中心として、活動を続けてきました。活動を進めていく

中で、干潟・藻場・浅場（沿岸域）の自然再生に取り組んでいる全国の皆さんと知り合う

機会が増え、また、皆さんがそれぞれの地域の特性に合わせて独自の活動を進めておられ

ることを知るようになりました。その結果、同じようなこころざしを持ち、活動を行って

きた人たちが一堂に会し、情報を共有することが極めて大切であると考えるようになりま

した。 

沿岸域の自然再生・保全の活動にはいろいろな対象やアプローチがあります。干潟の再

生が一つであり、また、アマモ場など、海草や海藻による藻場の再生、さらに珊瑚礁の再

アマモサミット・プレワークショップ 2006 の開催にあたって 
 

「金沢八景-東京湾アマモ場再生会議」代表  林しん治

（横浜市立大学大学院 総合科学研究科 教授）



 

生・保全などが対象となります。また、その活動形態としては、市民主体のもの、行政が

深く関与しているものなど、多彩です。主として全国でアマモ場の再生や海辺の再生を手

がけておられる皆さんに声をかけて、情報交換の機会をもち「アマモサミット」を開催す

ることが必要であろうと考えるようになりました。 

これについて私どもの内部で議論を重ねてきたのですが、今年は準備会として「アマモ

サミット・プレワークショップ」を開催し、全国からお集まり下さった皆さんからの同意

が得られるようでしたら、次年度以降に本格的な「アマモサミット」として発展させてい

くのが適当であろうということになりました。 

したがって、今回の私どもの提案は次のようなものになります。皆さんのご賛同と積極

的なご参加とを期待しています。 

 

2. 目的 

干潟・藻場・浅場（アマモ場なども含む）の再生・保全に関与している方々に集まって

頂き、情報を共有する。同時に、全国各地でアマモ場再生に取り組んでいる団体等と、ア

マモサミット開催に向けたエールを交換し、アマモ場再生活動の促進を確認し合う 

 

3. 内容 

(1) 日本各地の活動の内容や、海辺の自然再生に関係する技術開発の現状を、パネル展示
の形式で発表・報告して頂く。 

(2) 横浜地区を中心とした、森・川・海の自然再生に対する小学校から大学に至るまでの
活動の内容を皆さんに報告する。 

(3) 一般市民や、次代を背負う人たちを対象とした、分かり易い講演会を開催する。 
(4) 全国から集まって下さる皆さんに対して、横浜地区でのアマモ場再生活動に関連する
施設またはフィールドの見学会を開催する。 

 

4. 構成 

(1) 報告・発表・講演の会とパネルディスカッション 
(2) ポスターパネル展示: “海辺の自然再生に向けたパネル展” 
① 企画展示（本組織委員会と国土交通省国土技術政策総合研究所（国総研）による

共同作業で進める内容） 

② 公募展示（今回の主題に合致する、一般からの公募課題） 

(3) 「アマモ類の自然再生ガイドライン策定調査検討委員会」((社)マリノフォーラム 21
担当） 

 

(1)～(3) を「アマモサミット・プレワークショップ」と位置づけ、次年度以降の「アマ

モサミット」へと発展させる。 

 

5. 開催期日： 平成 18（2006）年 12 月 1 日（金）13：00～3 日（日） 

 

6. 開催会場 

第一日（12 月 1 日）横浜市大エクステンション（みなとみらいランドマークタワー13F） 

第二日（12 月 2 日）横浜市大、シーガルホール（横浜市立大学金沢八景キャンパス内） 

第三日（12 月 3 日）神奈川県水産技術センターおよび（独）港湾空港技術研究所 
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１．はじめに 

 現存するアマモ場を守り、新たなアマモ場を造成して行くには、アマモ種子を採取し、

可能性のある海域に播種する方法がよいと考えています。そこで、アマモ種子による藻

場造成を支援するため、全国の現存するアマモ場で種子を採取・保存し、新たなアマモ

場造成を試みる諸機関にアマモ種子を融通していくことにより、新たな藻場造成に資す

ることができればと活動しています。 
 しかし、都市部だけでなく漁港周辺のかたについても殆どの方が｢アマモって何？｣

と言われるように、アマモは忘れ去られていることを活動の中で感じました。そこで、

アマモを知って頂くために、どうしたらよいか模索し、アマモに関わる勉強会、ご家庭

でアマモを育てて頂く｢市民によるアマモ場造成事業｣などを手掛けています。 
 
２．アマモ種子の採取・保存 

当 NPO が独自に採取・保存している種子は兵庫県下だけで、市民、NPO 法人、企業な

どの協力を得て行っています。また、NPO 法人、行政および企業からの受託事業として、

採取した花枝を送って頂き、保存しています。 

なお、種子の養生・選別は江井ヶ島漁協(明石市)さんの施設をお借りして行っていま

す。 

 

アマモ種子バンクの活動紹介 

特定非営利活動法人アマモ種子バンク 理事 芳田利春

明石市江井ヶ島港でのアマモ種子採取 海水流下水槽(幅 2m×長さ 5m×高さ 0.9m×2) 

2002 年 10 月から現在までに種子保存を行った海域



 

市民対象の配布会環境学習として 環境学習として 

３．アマモ勉強会、自主講座開設による啓発活動 

アマモに関する知見を少しでも深めるため、アマモに関する勉強会を毎年開催していま

す。また、アマモを実際に目にする機会が殆どない一般市民を対象に、アマモを少しで

も知って頂くため、アマモとはどんな植物で、アマモ場にはどんな働きがあるのかなど

を分かりやすく紹介する自主講座を開設しています。 

  

４．市民によるアマモ場造成事業 

アマモについて市民の興味と関心を引き起こすため、栽培用キット(アマモ種子、砂、

生分解性袋、人工海水のもと)を配布し、空き瓶を用いて各家庭で育苗して頂き、育っ

た苗を実海域に移植する活動を始めています。本事業は当 NPO が実施するというよりも、

｢地元の海は地元の手で！｣と地元の市民活動団体が主体となり、当 NPO は協働、支援を

し、継続的な事業となるよう働きかけています。 

また、この事業は小中学校での総合学習、環境学習としても取り上げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．これからの課題 

熊本県天草、長崎県五島列島などの方から｢アマモを殖やしたいのですが、種子はあ

りませんか？｣という問い合わせがあります。余剰種子は保存していますが、安易にお

渡しはできません。しかし、これらの方々の熱意を無にしてしまっているのも事実です。

種の多様性を維持して、アマモ場を殖やしていくためには、一日も早く｢アマモ類の遺

伝的多様性解析調査｣結果に基づく指針が出され、各遺伝子グループ海域での種子保存

を行っていくことが望まれます。 

これまでの市民によるアマモ場造成事業



 

1. はじめに 

浅海砂泥域に生育する海草の群落からなるアマモ場は，幼稚仔魚の生育場となること

から“海のゆりかご”と呼ばれる。近年の沿岸漁業不振の一因にはアマモ場の衰退があ

るとされ，全国各地の漁協や市民団体等によりアマモ場の再生が検討されてきた。しか

し，これまでの大量の種子の播種や親株の移植は，ドナーアマモ場の荒廃や遺伝子群の

汚染等の心配があったため，それらに替わる新しい再生手法が望まれている。 

神奈川県葉山町では，現在残されたアマモ場の保全と消滅アマモ場の再生を目指し,

葉山町漁協，NPO 団体（NPO スクーバミュージアム），企業（鹿島技術研究所葉山水域環

境実験場）が中心となり 2003 年より試験・調査を行ってきた。これまでに，アマモ場

の実態把握とアマモ苗の大量種苗生産技術を開発し，2006 年度からは，神奈川県の指

導のもとに漁協内にアマモ協議会を発足し，（社）全国豊かな海つくり推進協会からの

助成による消滅したアマモ場の再生に挑戦している。 
 

2. アマモ場の実態把握 

かつての葉山町沿岸の砂泥

域にはアマモ場が続いていた

が,現在は長者ヶ先と真名瀬漁

港の一部に残されるのみとな

った。真名瀬漁港内のアマモ場

は堤防と岩礁帯に囲まれた静

穏な場所にあり，概ね水深 0.3

～2.0m（干潮時の水深，DL 基準）

までの浅場を中心に分布する

（図－1）。2003 年よりこのアマ

モ場を対象に，GPS による群落

分布域の推移調査と生長・密度

等の生態調査および,波高，底

面軌道流速，砂面変動，光量子量,水温等の環境計測を実施し，アマモの生育適地条件

について評価している。これらの調査結果を踏まえて,アマモの移植適地の評価・検討

を行った（山木ら，2006a）。 

 

3. アマモ場の再生技術  

アマモ場の再生にあたり最も重視したことは，他地域からのアマモ種子および苗の持

込みによる遺伝子撹乱に対する配慮である。相模湾におけるアマモ集団間の遺伝子交流

の調査結果（林ら，2006）より，真名瀬漁港のアマモ集団は長者ヶ先,小田湾，小網代

湾等のアマモ集団間の交流はあるものの,集団内の分化が多く見られるため，葉山町に

おけるアマモ場の再生には極力地元産のアマモ種子を適用することが好ましいと判断

した。そのため，現在残された小規模なアマモ場でもアマモ場の持続に影響のない効率

図－1 葉山町真名瀬漁港のアマモ場の位置と分

布

神奈川県葉山町における漁協・NPO・企業によるアマモ場再生活動
鹿島技術研究所 山木克則・越川義功・林文慶・中村華子・新保裕美・田中昌宏

ＮＰＯスクーバミュージアム 三冨龍一・浅野良明・後藤圭介

葉山町漁業協同組合アマモ協議会 飯田 實・矢島正男・三橋直吉

神奈川県水産技術センター 工藤孝浩・村上哲士

北里大学水産学部 小河久朗



 

的な種子の採取計画・長期保存手法

を検討した。そして,発芽促進によ

る移植用の苗を 2～3 ヶ月間の短期

間で生産する技術を開発した（山木

ら，2004，2006b）。 

 室内生産したアマモ苗を真名瀬

漁港のアマモ場内へ移植した後の

草体密度および草丈の推移を図－2

に示す。地点Ⅰは水深 2ｍの地点で

移植後 10 ヶ月間は草体密度，草丈

に大きな変化はなかったが，2005

年 5 月以降に草体数と草丈の増加

が見られ，6 月に 350 本/m2，草丈

は平均 1150mm となった。地点Ⅱは，

水深 0.5ｍの地点で移植後順調に

生長し，6 月に草丈は平均 800mm，

草体密度は 8月に 700 本/m2となった。2005 年 5 月には，両地点で生殖株が観察出来た

（山木ら，2006a）。 

 

4．消滅アマモ場の再生プロジェクト 

 葉山町鐙摺の5～6年前にアマモが

消滅した地点におけるアマモ場の再

生に図－3 の体制により着手してい

る。このプロジェクトの特徴は，漁

協のアマモ協議会が中心となり，漁

業者が積極的に参加・提案できる仕

組みを作ったことである。具体的に

は，定期的な意見交換会を行い，ア

マモ場再生計画の策定や企業・大学

で開発したアマモに関する技術の説

明会を実施している。更に,種子採取・選別への漁業者の参加や NPO による潜水調査時

の安全管理と自然観察プログラムによるアカデミックダイバーの養成を行っている。移

植海域の事前調査により,波の影響が強く，移植苗の流出の影響が考えられたため，苗

の流出防止移植基盤（越川ら，2006）等を適用している。第一回目の移植は 2006 年 2

月に行い，9月末現在において株数の増加が見られ,群落の定着が観察されている。 
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図－2 移植アマモの草体密度，草丈の推

移

図－3 アマモ場再生プロジェクトの体制 
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１． 小浜湾の現状 

小浜湾は外見は非常にきれいですが、水中に入ってみると、

海底にはヘドロがたまり汚染が進みつつあります。また年々、漁

獲量も減っているのが現状です。 

私たち福井県立小浜水産高校はこの汚染されつつある小浜

湾を何とか出来ないかと考えました。そこで環境浄化に効果の

あるとされるアマモを復活させ、水上の景色だけでなく水中の中

も日本一のきれいな湾にしてみようと思いたったのです。 

 

 

 

２．「アマモマーメイドプロジェクト」とは 
小浜には八百比丘尼の人魚伝説があります。アマモ

は人魚のモデルともいわれている「ジュゴン」の餌です。

このアマモを増やし小浜湾を昔のような澄んだきれいな

海にする。そして再び人魚を呼び戻そうということを目

標に活動名を「小浜湾アマモマーメイドプロジェクト」と

命名しました。 

 

小浜湾アマモマーメイドプロジェクト 

福井県立小浜水産高等学校 ダイビングクラブ顧問  小坂康之

福井県小浜湾 

湾内の状況：ヘドロが舞っています 湾の外洋：青々と海草が茂り生物も多い



 

３．活動内容 

①地域への啓蒙活動（小学校・公民館等での勉

強会・環境改善ＰＲ活動） 

②定植活動〈播種シート（東洋建設協力）・育苗

キット（アマモ種子バンク協力）〉 

③アマモの研究活動（種子の発芽率向上を目

指した研究活動） 

活動は住民、小学校、商店街、企業、報道機

関が協力し作り上げています。地域の支援者の

中からは「アマモサポーターズ」という活動を支援する市民団体もでき、地域の大きな動きと

なっています。 

 

４．活動の成果 

活動は３年目になり、定植の結果、一部でアマモ場の修

復をすることができました。研究活動では平成１６年度発芽

率が４％であったのに対し研究の結果、約２０％にまで上げ

る方法を確立しました。また、これまでに多くの方々に小浜

湾の状況を知っていただき、大人達も動き出したのを実感し

ています。今後は山や川など小浜湾全体を考えた活動を展

開していきます。 

 

 

 

３代目アマモマン 



 

アマモマーメイドプロジェクトを応援する市民たち 

アマモサポーターズ 事務局 西野ひかる 

 

1. はじめに 
アマモサポーターズは、「小浜水産高校アマモマーメイドプロジェクトを応援する

会」として、２００５年春に結成されました。 
冬から始まった高校生たちのアマモ定植の活動に感動し、触発された大人たちが

「がんばる高校生を応援したい」「美しく豊かな小浜湾を取り戻すために、自分も何

かしたい」と集まって生まれた市民団体です。 
「アマモマーメイドプロジェクトは、高校生が自分たちで考えて始めた活動。大人

も何ができるか自分たちで考えて、自分のできることをやろう」を合言葉に、現在個

人会員約７０名、団体会員５団体が集い、協力団体も数知れず広がっています。 
 
2. 主な活動 
「応援」というかたちで始まった活動ですが、今では様々な活動に広がっています。 

・ 定植活動への参加協力(企画から受付・後片付け・炊き出しまで) 

・ 広報宣伝活動 ブログの運営・サポーターズ通信の発行配布・イベント広報 

・ 行政や自治会、様々な機関・団体への働きかけ 

・ アマモダイバーの養成(スノーケリング教室) 

・ 天然アマモ場の調査 種子の採集・選別作業への協力 

・ 漁業者や地元の人への聴き取り調査(昔の浜辺の様子やアマモ場について) 

・ 周辺地域の自然保護団体・環境活動団体との交流・ネットワーク化 

・ アマモキャラクターや紙芝居「アマモちゃんとヘドロマン」 

 

3. 私たちがめざすもの 
私たちがめざすのは、単なるアマモ場の再生ではありません。自然と共生する新し

いかたちのまちづくりです。小浜は漁業と観光で成り立ってきたまちですが、海の汚

れや漁獲高の減少とともに、まちは元気を失っています。そういうなかで、高校生が

「海をきれいにしよう」とアマモ場再生事業に立ち上がったことは、私たちにとって、

とてもインパクトのあることでした。 

小浜市は５年前に全国に先駆けて「食のまちづくり条例」を制定し、食育の先駆け

となる事業を展開しています。「美味し魚は美しき海から」私たちは食の基礎となる

自然環境の保全・回復をめざし、市民主導型のまちづくりを行っていくため、より多

くの市民が関心を持ち、考え、主体的に参加できる活動をめざしています。 

また、海は上流の環境に大きく作用されることから、山や川、里域にも働きかけを

強め、連携して若狭地方全体の環境を守っていくことをめざしています。 

 

活動の詳細はブログをご覧ください。 http://blue.ap.teacup.com/amamo/ 

■主な協力団体 国際ソロプチミスト 漁業協同組合 漁家組合 商工会 小学
校 海洋少年団 小浜海上保安署 小浜信用金庫 ロータリー
クラブ 消費者協議会 ハスプロジェクト 若狭森林の会 か
みなか農楽舎 森の恵み研究所  
小浜市（食のまちづくり課・環境衛生課・上下水道課）食文化
館 公民館 まちづくり委員会 福井県立大学 海浜自然セン
ター ＣＡＴＶ 報道各社 など  



 

 



 

 

１． お台場に生き物っているの？ 

東京湾の奥、東京港の真ん中にあるお台

場。今も残る第三台場の周囲には、かつては

干潟と遠浅の砂浜が広がり、海苔養殖も盛ん

に行われていました。現在は埋立地に建設さ

れた臨海副都心のビルに囲まれていますが、

海辺には人工的に整備された砂浜と岩場が

あります。果たして生き物は棲んでいるのでし

ょうか？ 

港区環境課が首都大学東京と東京都島し

ょ農林水産総合センターの協力を得て調査した結果では、およそ３７種の生物の生息が確認

されました。そのうちの主な生物を下の図で紹介します。 

 

 

図１ お台場の海と海岸線でみられる主な生物 

 

お台場干潟再生プロジェクト！ 

 
港区環境街づくり支援部環境課地球環境係 早藤 潔



 

2．お台場干潟の再生に向けて 

多くの生き物が棲むようになったお台場の海辺ですが、特に港区立港陽中学校・小学校・に

じのはし幼稚園のある東の浜には干潟が広がり、数多くのアサリやマテガイなどが自然に発生

して潮干狩りの対象となっています。しかし、まだ再生していないものがあります。それは、かつ

てアジモ、ニラモと呼ばれていた海草の群落、アマモ場です。明治時代の漁場図には、お台

場の周辺をはじめ、東京湾のいたるところに干潟とアマモ場が広がっていたことが記されてい

ます。そこが漁場として、多様な生物の棲み場所として大変重要だったからです。お台場の干

潟を本当に再生するためには、アマモ場の再生が必要なのです！ 

 

そこで港区環境課では、区立港陽小学校の三年

生の総合学習で、お台場の干潟に棲む生き物と環

境の関係を学びつつ、アマモの苗を育ててお台場

の浜に移植するという活動を行いました。アマモの

種は水温が１０℃以下に下がると良く発芽する性質

があります。そこで、お台場の干潟の砂を入れたペ

ットボトルの中にアマモの種を播き、児童の家庭の

冷蔵庫内で発芽させるというユニークな方法で少し

でも早くアマモの苗を育てるという活動に取り組みま

した。日本はもちろん、世界でも初めての試みだと

思います。その結果、自然の状態では 1 月から 2 月にならないと発芽しないアマモの種を 11

月に発芽させ、その後20cm以上に生育した苗を2月に移植することができました。少しでも早

くアマモ場の機能を発揮させるためです。 

 

その後、アマモの苗は順調に育ち、周囲にはメバ

ルやハゼの幼魚などがたくさん集まるなど、アマモ場

再生の効果が確認できました。夏になると高水温と

赤潮の濁りなどで残念ながら枯れてしまいましたが、

これは失敗ではありません。お台場のような閉鎖性

の強い湾の奥では普通のことなのです。以前のよう

に東京湾中にアマモ場があったころはそれでも周囲

のアマモ場から自然に種が流れ着いて、アマモ場が

再生していました。しかし、今のお台場の周りには自

然に種を供給してくれるアマモ場がありません。そこ

で、神奈川県や千葉県に残る東京湾内のアマモ場から人の手で種と苗を供給するとともに、

現在のお台場の環境を良く調べ、アマモ場が自然に再生するような改善の方策を検討してい

ます。 

これが港区が実践している「お台場干潟再生プロジェクト」です！！！ 

 



 

 

 

 

１．はじめに 

横須賀市は東京湾内湾と外湾、そして相模湾と、性格が異なる海に囲まれています。

しかしながら、海へのアクセスの面では必ずしも優れているといえず、特に東京湾側の

追浜から馬堀までの水際線は直立護岸や港湾施設に占められており、市民が直接海にふ

れることができる場所はほとんどありません。結果的に、市民の海や海辺環境への関心

は薄いものにならざるを得ない状態になっています。横須賀港港湾計画の環境基本構想

では、基本理念として(市民との協働による『エコポートタウン』の形成)がうたわれ、

追浜地区から新港地区は、“再生のエリア”と位置づけられています。よこすか海の市

民会議(以下、私たち)は、横須賀市の良好な海域環境の保全と再生を市民協働で行うこ

とをモットーに、さまざまな切口で活動していますが、追浜に地名にのみに残っている

“浜”を取り戻し、海にふれあうことができる市民の場を再生することをめざした活動

もそのひとつです。この活動は、横須賀市の「平成 18 年度市民協働補助金対象企画」

(3 年目)となっており、また、「wave 港・海辺活動振興助成(wave：財団法人港湾空間高

度化環境研究センター)」(2 年目)を受けています。 

 

２．『再生のエリア』における、小さな浜の出現 

 横須賀市浦郷町5丁目の水際線には戦後に作られた護岸がありましたが、平成

14(2002)年の台風の影響でその一部が崩壊し旧日本軍時代の石積み護岸が現れ、その前

面に延長50ｍほどの小さな浜辺が出現しました。浦郷・追浜地区は、大正 

末期から昭和期にかけて埋立てられ、海軍飛行場や海軍航空技術廠等が設けられました

。埋立て前は干潟域と砂浜が拡がり、ア

マモ場が広く分布し、追浜沖ではクルマ

エビやワタリガニ、ヒラメなど高級魚介

類が漁獲されていました。 

 私たちは、この小さな砂浜を市民が港

や海への関心を高めていけるような、ふ

れあいの場として利用できるのではな

いかと考えました。平成15(2003)年10月

、11月に実施した調査では、植物を除い

て40種以上の生物が確認され、観察会の

開催などに十分適していることがわ分

りました。しかしながら、浜への道路はなく陸からのアクセスには無理があり、話題の

顕在化のために市港湾部、環境部との共催にて「市民協働海のシンポジウム“追浜に浜

を！”」を開催するなど、市民への開放手段を模索するとともに現在も協議を継続して

います。 

 

３．市民協働による、アマモ場復元実証実験 

平成16(2004)年6月に『追浜アマモ復元実験』が、市の市民協働補助金対象企画「は

じめの一歩」に決まり、移植によるアマモ場造成の可能性を探るため、また、身近な海

への市民の関心を高めることを目的として活動を開始しました。当該地は、護岸が崩壊

追浜に“浜”を取り戻す活動 

よこすか海の市民会議 副代表 渡辺 彰

現れた小さな砂浜 



 

するほどの攪乱のある場所であり、移植直後の栄養株の固定が肝要と考え粘土のほかに
新規に考案した金網を用いた固定具を使用し、水深の異なる2箇所に移植しました。
同年10月のモニタリングの結果、60％程度の活着が見られ、地下茎の生長・分枝による

繁殖が進んでいることがわかりました。

大きな攪乱がなければ、当該地におい

てもアマモ場復元が期待できるものと

考え、平成17(2005)年5月には、広く一

般市民の参加者を募ってアマモ移植イ

ベントを開催しました。地元の鷹取小
学校の生徒たちを含め、市民約50名の

参加により移植栄養株の加工、コアマ

モの移植、ボランティアダイバーによ

るアマモ移植作業の見学などを行いま

した。移植イベント及び8月までのモニ

タリングに際しては、(株)東京ガス横
須賀パワーの協力により、建設中のガ

ス発電所敷地を通って浜へアプローチすることができました。同年7月のモニタリング

では、前年の移植株に生みつけられたアオリイカの卵嚢が確認され、10月には深浦湾口

部に延長50ｍ程度の範囲に分布する自生アマモが確認されました。平成18 (2006)年度

も実験を継続し、5月には県立三崎水産高等学校生の応援と公募市民による3回目の植栽

イベントを行いました。移植に際しては、深浦の自生アマモ場から採取した栄養株と神

奈川県水産技術センターの協力によって提供されたセンター産の人工種苗を用いまし

た。移植アマモの生育状態及び周辺状況のモニタリング結果については、別の機会に
報告することにします。 
 
４．市民協働と企業用地前浜の利用 
 市民協働活動を推進していくためには、多様な主体との連携が基盤になります。追浜

の小さな浜は(株)東京ガス横須賀パワーの発電所敷地前浜であり、深浦湾口の自生アマ

モ場は(株)リフレックスの工場敷地前浜です。従って、私達の活動に 

は企業との連携が不可欠で、(株)  

リフレックスからも移植イベント

や観察会に対する賛助ばかりでな

く工場内の利用、アクセスルート

の整備などの協力を受けています。

企業用地前浜の利用という面では、

今後も水際線に接する企業との連

携が重要になると考えられます。

また横須賀市の港湾区域は漁場と

重複していますので、アマモ場な

どの藻場・浅場造成は漁業資源の

涵養との 

(株)リフレックス前浜・アマモ採取    関連があり、漁業関係者との連携を 

さらに強めていくことが必要になると考えています。 

 私達の活動に対してご理解とご協力をいただいた行政、企業、学校、漁業者、市民団

体の皆様及び活動に参加していいただいた市民の方々に、この場をお借りして厚くお礼

を申し上げます。ありがとうございました。 

アオリイカの卵嚢 ‘05.7.3



 

 

 

１ はじめに 

 昨年度教科「情報」の授業として、東京湾のイメージ調査を行った。市内の小中高等学校の

保護者・職員・児童生徒へのアンケート調査とその集計だ。男性６２７人、女性１００６人から回

答を得た。年代別では１０代８７５人、２０代２５人、３０代１９６人、４０代４２１人、５０代１０３人、６

０代９人、７０代１２人だった。前年度のパネル発表では「もっと見やすく情報を整理した方がよ

い」「まず注目されることが大切だ」とアドバイスを受け生徒は納得していた。そこで今年度は情

報発信に重点を置き「東京湾の機能」や「アマモ」に絞って分かりやすい情報発信を試行す

る。 

 

２ 東京湾の機能イメージ 

 東京湾の機能は海運からレジャーの場所まで広範囲にわたる。海にどのような機能を求める

かによって、人と海との関わり方が変わる。自分たちが関わる場所であるなら、環境やアクセス

の良さを求めるが、関係のない場所であればさほど気にしないのが一般的である。そこで、東

京湾の機能を今と将来に分けて調査し、東京湾と私たちとの関わりの深さを調べた。 

 

グラフのように、今後の東京湾は憩いやレジャーの場として期待されていることが分かった。

憩いやレジャーは自分たちが直接関わる機能であるところから、今後は関わりが深くなる、ある

いは深くなりたいと考えていることになる。海へのアクセスの集計結果では、半数以上の人が

「海に触れる場所が少ない」と回答し、「海に触れることができる場所が少ない」と回答した人の

ほぼ１００％の方が「東京湾と聞くとコン

クリート護岸をイメージする」と回答して

いる。さらに、今の東京湾の機能で「レ

ジャー、憩いの場所が重要だ」と回答し

た人の７０％が今後充実させて欲しい東

京湾の機能として同じくレジャー、憩い

の場所と回答している。 

以上の結果から、今後東京湾に求め

られる機能は、海に触れることができる

レジャーや憩いの場所だと考えられる。 

 一方東京湾を食物の生産場所して考

東京湾のイメージ 

横浜市立金沢高等学校 情報科受講生

指導者      山崎旬一、酒井篤



 

えている人の６０％が今後も食料の生産場所としての重要性は変わらないと考えている。ところ

が「東京湾からたくさんの魚が捕れる」と言う質問に対しては「どちらともいえない」という回答が

多く、東京湾が生産する資源は魚だけではなく、貝や海草などへの期待があるのではないか

と考えている。 

 

３．アマモと東京湾のイメージ 

アカシオという言葉は９０％以上の方が

知っているが、アマモという海草は２８％程

度の方が知っている程度である。アマモを

主軸に据えた数々の活動がなされている

が、残念ながらアマモが周知されていると

は言い難い現状だ。マスメディアが報道す

る内容にアカシオや干潟は良く聞くが、ア

オシオやアマモはほとんど聞かないことが

原因なのかも知れない。 

アマモを知っている人の内、約８０％の人

が「東京湾を食べ物の生産場所として大

切にしたい」「子供が遊べる場所としての整備が大切だ」「機会があれば、東京湾の海に触れ

に行きたい」と答えている。アマモを知っている人の大部分が東京湾を身近な場所として考え

ているといえる。 

アマモを知っている人の年代別

の割合を見ると５０代では半数近

くになり、１０代、２０代では２０％

前後にとどまる。年齢が高い方

が知っている傾向にあり、昔の海

での体験や記憶が生きているの

かとも考えられる。１０代の児童

生徒の活動として近隣の小学校

でアマモに対する熱心な取り組

みを応援したい。なお、アマモを

知っている人を性別で分類する

とまったく差が見られなかった。 

 

４ まとめ 

 東京湾のイメージを皮膚と水との距離（皮膚距

離）で３段階に分類したところ、「体全体を水に漬

けたくないが体の一部分は水につけても良い」

（皮膚距離１）であった。今回の集計を合わせて考

えると、釣りや潮干狩りなどのレジャーや憩いの場

所として、水辺に近付くことができる東京湾の再生

が重要であるといえる。 

 

５ 最後に 

 これらの集計・パネル作成作業などは、教科「情

報」マルチメディア表現の授業として、授業時間を

使って生徒と共に行った。 
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アカシオという言葉を知っている

アカシオの原因を知っている

干潟は海を浄化する大切な機能を持っている

アマモという海草を知っている

アオシオの原因を知っている



 

図‐1 東京湾内湾沿岸部の土地利用 

写真‐3 護岸 写真‐4 岸壁

写真‐1 浦安市 写真‐2 三番瀬

１．はじめに 

東京湾沿岸は埋立地が面積の多く、特に富津岬から北側の内湾にその面積の多くを占

めている。また、造成された埋立地には工業地帯が形成され、多くの場所で企業の所有

地となった。これにより、私有地化された東京湾沿岸は開放が難しく、人々が近づけな

い海辺となった。しかし、近い将来には、この広大な海岸や水辺空間を貴重な首都圏の

資源としてとらえ、更に市民に提供される

空間とすべきと考えられる。 

 本研究では、東京湾沿岸の千葉県内湾部

の土地利用・アクセスの現状を把握し、現

状評価とともに問題を考察した。また、東

京湾再生への着眼点と再生案を検討した。 

２．沿岸の現状 

１）沿岸の土地利用 

千葉中央港より南側の埋立地では、完成

後に水際線を含め企業へ順次引き渡された

ため、多くの場所が私有地となった。それ

に加え、危険物を取り扱う重化学工場が立

地していることにより、一般市民が立ち入

れない場所が増加した。図‐1で見られるよ

うに沿岸地域では、工業用地（写真‐1）が

多くの面積を占めている。一方、千葉中央

港より北側は幕張地区など、住宅やレジャ

ー施設が立地している場所もある。また、

全体を通して見ると三番瀬（写真‐2）や盤

洲に代表されるような自然豊かな海岸もあ

り、千葉県側東京湾沿岸は多種多様な環境

だといえる。現状は以下のようにまとめら

れる。 
 
・ 千葉港中央地区より南側では工業用地

が多くの面積を占め、北側では住宅やレ

ジャー施設が立地している。 

・ 企業所有の海岸は危険物取扱の場所も

あるので、一般には開放しづらい。 

・ 少ないながらも親水空間は存在し、高い
ポテンシャルを持っている。 

２）護岸と岸壁の位置と利用 

 千葉県側東京湾沿岸は主に公共所有の護岸と岸壁、企業所有の護岸と岸壁に分けられ

る。護岸部は高潮などの防災対策に造られたものである。花見川を境に南側では比較的

地盤が強く、ケーソンなどの重力式護岸が設置されている。一方、北側は地盤の関係か

ら矢板式護岸が多く設置されている（写真‐3）。 

岸壁部は写真‐4のような港湾で見られ、垂直に造られた接岸施設である。岸壁部は

海辺の自然再生と市民への開放 
日本大学理工学部：﨑山崇、吉川勝秀，東京湾研究会［古川巖水、石塚香（千葉県企業

庁）），岡本幸久、齊野玲子（㈱建設環境研究所），中山茂（キョーワ株式会社），門間敬一

（東亜グラウト工業株式会社），伊藤照夫、望月靖子（㈱アイ・ティー・オー）］



 

図‐2 沿岸施設とアクセスポイント

写真‐5 緩傾斜護岸 写真-6 アクセスポイント

船舶の発着に利用されているため、親水空間への活用には適していない。 

３．公共護岸の利用 

 護岸、岸壁部を比較すると、前者の方が海辺の開放に適した場所である。したがって、

水際を親水空間として活用できる可能性の高い場所のひとつに、護岸部が挙げられる。

特に、公共護岸部は後背地に公共用地を擁しており企業所有のものよりも、施策が講じ

やすい場所だと考えられる。現在、市川市の直立護岸では腐食が問題になっているが、

維持管理の問題を抱えている箇所も存在する。 

 公共護岸の親水性を高めるための提案のひとつに、緩傾斜護岸の設置が挙げられる。

緩傾斜護岸は市川市地区などで前例があり（写真‐5）以下のような特徴を持っている。 

・ 既存の直立護岸前面に設置可能で、既設護岸の補強対策としても考えられる。 

・ 3 分の 1勾配、もしくはこれよりなだらかな勾配なので親水性に適している。 

・ 狭い範囲での利用が可能で、生物環境にも適している。 

４．企業が所有する沿岸の利用 

企業用地の海岸は開放が困難で、半ば諦められた場所であろうが、実態を知るために

アクセスポイント調査を行った（図‐2）。アクセスポイントは、幹線道路を使って自動

車で接近が可能だが、整備の進んでいない海岸を記したものである（写真‐6）。また、

沿岸の護岸と岸壁を区分し、アクセスポイントの存在している場所について明確にした。

調査結果によると、市原市沿岸は多くの場

所で企業護岸となっている。しかし、水際

での数箇所のアクセスポイントの存在が

明らかになった。 

調査結果より、企業用地内にも少なから

ず海に接する場所があることが確認でき

た。企業用地の海岸開放には労力が要する

と考えられるものの、アクセスポイント調

査より可能性は残されているとわかった。

アクセスポイントは陸側から海が望める

貴重な場所でもある。しかし現状では、海

辺に近づけるものの、水際での整備が行き

届いていないため親水性に乏しい。今後、

海岸の利用向上の提案として、緑地やテラ

スをポイントに設置し、海の一里塚のよう

な整備が考えられる。 

 

５．結論 

 東京湾の現状及び課題を把握し、アクセ

ス面から海岸再生について検討をした。今

回の調査により、人が海に近づける場所は

既存の親水公園以外にも存在することが

明らかになった。また、自動車でのアクセ

スが可能であり、海に近づけるポイントが

存在したことにより、企業所有の護岸にも

開放の可能性が残っていることがわかっ

た。一方で、親水空間の整備が課題に挙げ

られた。海が望める貴重な場所であり、更なる市民の利用を考えると緑地化することや、

テラスの設置等が考えられ、今後の親水スポットの創出に工夫が必要である。 

 



 

海草コアマモ群落における底生動物の分布とその要因 
東北大学大学院工学研究科 修士 2年 長濱祐美 

助手 野村宗弘 

教授 西村 修  

 

1. はじめに 

高度経済成長に伴う活発な人間活動に伴って自然沿岸域は減少しましたが,近年で

は生息生物による水質浄化や生物生産等多くの機能が着目され,自然沿岸域の保全,修

復活動が活発化しつつあります.しかし,修復された場が高いバイオマスと多様な生物

相を保持したまま長期安定した例は少なく,このような沿岸生態系の再生や構築が課

題となっています.本研究では,沿岸生態系の基盤である底生動物に着目し,底生動物

多様化に対する生態工学的手法として海草コアマモ(Zostera japonica)を用いること
を提案します.コアマモは潮間帯にパッチ状,帯状に群生するという特徴が知られてい

ます.生物多様性の高い生態系の創出に物理的に多様な環境が必要であることを踏ま

えますと,コアマモは潮間帯における生物多様性の増加機能を保持していると考えら

れ,既往の研究結果も裸地と比較してコアマモ群落地で底生動物が多様であることが

は明らかになっています１）.それをうけて,本研究ではコアマモを用いた底生動物多様

化手法に向けた基礎研究という位置付けで,異なるコアマモバイオマス量における底

生動物相の分布状況を明らかにすると同時に,底生動物多様化メカニズムの一端につ

いて考察しましたので，以下に報告いたします. 

 

2. 方法 

 コアマモの最盛期である 8月に宮城県松島湾内中央部に位置する桂島において底生生

物のサンプリングを行いました．底生動物に対するコアマモバイオマスの影響のみを検

討するため,低潮帯に群生している約 9×6m の小さなコアマモ群落を中心として放射状

に測線を設け，測線上の各 19 測点について 23×23cm の枠内を 30cm 深さ程度まで掘り

取った後,現地にて 1mmメッシュでふるい,メッシュ上の底生動物とコアマモを10%中性

ホルマリンで固定し,研究室へと持ち帰りました.底生動物は科までの同定後,個体数,

種類数,バイオマスの計測を行い,コアマモは地上部と地下部に分離し,株数密度,草長,

地上部バイオマス,地下部バイオマスを計測しました． 

 

3. 結果 

コアマモ群落内でのコアマモバイオマスの平面分布を測点におけるデータを線形補

間して図 1 に示しました.その結果,パッチ状群落の中でコアマモバイオマスの分布は

一様でなく，中央部に密集しており，海側ほどバイオマスが増加している分布傾向を示

しました.さらに，同群落下で底生動物バイオマスと種類数の平面分布を検討した結果,

いずれもコアマモバイオマスと同様の分布状況を示し(図 2，3),それらに有意な正の相

関が認められた(バイオマス：r=0.64 P＜0.05，種類数：r=0.81 P＜0.05)ことから,

コアマモバイオマスに比例して底生動物のバイオマスと種類数が増加することが分か

りました.また,藻類食者(巻貝),懸濁物食者(二枚貝)共にコアマモバイオマスの増加に

伴う個体数,バイオマスの増加が確認されました．特に二枚貝の優占種であるカガミガ

イ(Phacosoma japonicum)で個体数，バイオマス，貝サイズ（＝殻長×殻高×殻幅）,
軟体部バイオマスの群落内外での比較検討を行った結果，出現個体数が群落内で裸地の

2倍近くになりました.さらに,カガミガイの貝サイズ,バイオマス,軟体部バイオマスの

いずれも群落内平均で高い値を示しました． 

4. 考察 



 

底生動物バイオマスの増加メカニズムに関して,コアマモの持つ餌料供給作用に着目

しました.４月の群落衰退期に底質表面の有機物量やクロロフィル量がコアマモ群落内

部で高い値を示していることから(図 4),海草群落の持つ底質近傍流緩衝作用 2)によっ

て底質表面の撹乱が低減され,底生微細藻類の生育,増殖を促し,それが藻類食者である

巻貝類の餌料となっていると考えられました.さらに,コアマモ草体部の持つ静穏効果

によって懸濁態有機物のトラップや沈降が促され 3），懸濁物食者へ効率よく餌料を供給

することが可能となっていると考えられ,その結果,コアマモ群落が二枚貝の成長促進

機能,あるいは減耗防止機能を有しているのではないかと推察されました.また,種類数

の増加はコアマモの存在が空間的に多様な場を形成し,生息できる底生動物の種類数が

増加した結果であると推測されました. 

 

5. まとめ 

本研究により，コアマモ群落がバイオマスと種類数の面から底生動物相を豊かにし,

それらはコアマモバイオマスと正の相関を持っていることが明らかとなりました.その

メカニズムとしてコアマモ群落が巻貝・二枚貝の生育と成長を促進していることも示唆

され,それはコアマモによる餌料供給機能，あるいは底質安定化機能に拠るものと考え

られました．  
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1. はじめに 
 北海道道東に位置する厚岸郡浜中町の火散布沼（44°03’ N，145°03’ E）は，面積
約 3.56 km2，平均水深約 1 m，沼口は幅約 100 m の狭い水路のみで外洋と繋がっており，

沼内の水位は潮汐の干満差に影響を受ける極めて閉鎖的な汽水湖である。注目すべき特

徴として，沼内ではアサリ・牡蠣養殖や漁獲といった人為的な生産活動を営みながらも，

「日本の重要湿地 500」に選定されるほど極めて良好な自然環境が維持されている点が

あげられる。沼奥で 2～3 組の丹頂のつがいが通年営巣している他，白鳥およびガン・

カモ類の重要な越冬地となっており，毎年冬から春にかけて最大で白鳥 600 羽・カモ類

800 羽を超える渡り鳥が，人為的施餌が一切行われていない本沼内で越冬する。 

 このように水深が浅く閉鎖的でありながら漁業生産活動と自然環境のバランスがと

れている本沼生態系の仕組みを解明することは，日本で一般的な閉鎖的汽水域における

永続的な漁業生産のあり方を確立するモデルケースとして極めて重要な役割を果たす

ものと考えられる。 

 

 一般的に生態系は 

(イ) 生産：光合成による無機物からの有機物生産（基礎生産） 

(ロ) (イ)の有機物を起点とする複雑な食物連鎖網による高次生物生産 

(ハ) 分解：摂食した有機物を無機物へ変換して排泄 
という行程が繰り返される。湖沼および沿岸域では炭素(C)，窒素(N)，リン(P)といっ

た生物の体を構成する親生物元素は，ある時は水柱や堆積物中に無機態として存在し，

基礎生産者の光合成によって有機態に合成され，食物連鎖によって魚介類となり，それ

らの死骸としてバクテリアの分解を受けるか排泄物として再び水柱や堆積物中に無機

態となって拡散し光合成に利用される。このような物質のサイクルは「物質循環」と呼

ばれている。 

 

 本沼は平均水深が浅く全層有光層であることから大型草藻類が多く生息している。過

去一年間の大型草藻類現存量調査によりコアマモ，アマモ，アオサ類，コンブ類，ホン

ダワラ類，紅藻綱などが生息し，最盛期（8月）には沼内に 8.1 トン窒素(158 トン炭素)

もの大型草藻類が現存すると見積もられた。さらにそのうち 4.8 トン窒素(119 トン炭

素)はコアマモ Zostera japonica であり，コアマモが本沼の優占種であることが明らか
となった。そこで本調査では物質循環の概念に基づき，水柱・堆積物中の溶存態無機親

生物元素量，基礎生産者（大型草藻類特にコアマモ）として存在する有機親生物元素量

との量的比較を行い，本沼内の物質循環における大型草藻類特にコアマモ群落（モ場）

の役割について評価した。 

 

２.方法 

＊大型海草藻類試料 ：2004 年 8 月から 2005 年 8 月まで二ヶ月毎に一度，沼内に 14 点

の観測定点を設置し，25 cm または 1 m 四方の平方枠を用いて坪刈りを行い種組成及び

重量を測定した。さらに小型船外機で沼全体をまわり，目視によって海草場及び海藻藻

場（以下両者をあわせて“モ場”とする）の分布を調査した。また 2005 年 6，8，9，

10 月に代表的なコアマモ場 4 定点において坪刈りし株数，地上部・地下部現存量を測

定した。 

亜寒帯汽水湖に生息するアマモ科 Zostera 

（コアマモ Zostera japonica）の現存量および生産生態評価 
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＊海水・間隙水・堆積物試料：沼内に設置した 15 観測定点において 2004 年 4 月から

2005 年 12 月まで一～二ヶ月毎に一度観測を行った。 海水試料は入り潮時にバケツお

よびくみ上げポンプを用いて採取し，GF/F フィルターで濾過後栄養塩分析に供した。

堆積物試料は柱状採泥機を用い 0～0.5，0.5～5，5～10 cm 層を採取し，CNP 含量およ

び間隙水栄養塩分析を行った。 

 

３.結果および考察 

 本沼に生息するコアマモは，4 月にわずかな地点で葉条長 1 cm 程度の実生個体が観

察され，6 月（平均 17gDW/m2）から 8 月(平均 119gDW/m2)にかけて急速に生長した。8

月に最盛期を迎え沼面積のほぼ 3 分の 2 がコアマモ場となった後，10 月には褐色化お

よび大量に枯死・脱落が観察されコアマモモ場は急速に減少した。翌年 2月には堆積物

中の地下茎も観察されなかった。生長期のコアマモ生産量（栄養塩要求量）は，2005

年 6月 23日および同年8月 17日の現存量およびモ場面積からそれぞれ3400kg C/day，

200kg N/day，32kg P/day と見積もられた。 

 水柱栄養塩濃度はアンモニア態窒素（NH4-N）0.2～1.1μM，硝酸態窒素(NO3-N)0.1～

4.0μM，リン酸態リン（PO4-P）2.2～0.3μM の範囲で変動した。一方，表層（0～0.5cm）

堆積物間隙水栄養塩濃度は NH4-N 154～3.1μM， NO3-N 0.1～1.8μM， PO4-P 17～0.4

μM の範囲で変動し，特に NH4-N，PO4-P の平均値はそれぞれ水柱栄養塩の 100 倍および

10 倍であった。 

 ここで火散布沼(水深 1m，面積 3.56 km2)における水柱および堆積物間隙水の無機窒

素・リン（NH4-N・PO4-P）現存量を見積もった結果，コアマモ生長期の 6 月，8 月に注

目するとそれぞれ水柱に 50kg N・65kg P，0～5cm 堆積物間隙水に 450 kg N・120kg P

であった。特に水柱無機窒素現存量は同時期のコアマモ個体群栄養塩要求量（200kg 

N/day）のわずか 4 分の 1 であり，本沼におけるコアマモ生産は堆積物間隙水の窒素に

大きく依存していることが示唆された。 

 

 以上の結果より，火散布沼では多様な大型草藻類が多く生息（夏期に 8.1 tN）する

が，特にコアマモが卓越しており 6月から急速に生長し 8月に最盛期(4.8 tN)を迎え沼

面積の 3分の 2がコアマモ場となる。本沼の水柱溶存態無機窒素濃度は低く，一方堆積

物間隙水には豊富に存在する。コアマモ生産期に見積もられた窒素要求量（200 

kgN/day）と水柱および間隙水の溶存態無機窒素現存量の関係から，本沼のコアマモ個

体群は，豊富に存在する堆積物間隙水の無機窒素を根から吸収することによって夏期の

生産を支えていると考えられた。 

また 10 月以降コアマモモ場は衰退・減少するが，11 月に白鳥が飛来して以降，摂餌行

動に伴う底質の撹乱によりコアマモ場面積の急速な減少が観察された。さらに翌年 2月

には堆積物中に地下茎が観察されず，4 月に実生個体のみが観察されたことから，8 月

に現存した 4.8 tN ものコアマモ態有機窒素は翌年春までにすべて脱落し，系外へ流

出，高次生産への流転，沼内で堆積・分解のいずれかの過程に再配されると考えられた。

今後はこのコアマモ態有機物の行方を明らかにすることで，夏期に堆積物中の無機窒素

を固定した後，A)水柱食物連鎖への窒素還元 B)系外流出による窒素除去 C)沼内で堆

積・分解し再び翌年自らの生産に利用する窒素回転等々，火散布沼生態系の物質循環に

おいてコアマモ個体群が果たす役割をより詳細に理解することが求められる。 



 

企画展示：海辺の自然再生に向けたパネル展 
国土技術政策総合研究所、海洋環境研究室長、古川恵太 

 

１．はじめに 

海辺の自然再生を推進するためには、関係者間で科学的知見に基づいて「場の理解」

を進め、多くの関係者の合意として共有できる「目標設定」を行い、実証実験などの「手

法開発」によりその目標を実現化するための具体策を担保することが必要です。さらに、

目標と手法を結びつけ、自然再生を推進していくためには、制度や仕組みといった「シ

ステム化」が不可欠です（図－1）。 

こうした背景を受けて、昨年（平成 17 年 11 月 25－27 日）開催された、「横浜国際ワ

ークショップ：東京湾の生態系の再生をめざして」の中で、「システム化」に焦点を当

てた企画パネル展「海辺の自然再生に

向けたパネル展」を NPO 法人海辺つく

り研究会と協働で行いました。これは、

全国からの 13 事例を収集し、システム

化参考となる自然再生の先端・先進事

例について、どのように多くの関係者

とのつながりをもって活動がなされて

いるかという点にスポットを当ててパ

ネル作成、展示、報告書の作成をした

も の で あ り ま す ( 報 告 書 は 、

http://www.meic.go.jp から入手可能

です)。 

 

２．企画展「海辺の自然再生に向けた

パネル展」のねらい 

本年は、このパネル展の第 2弾として、アマモサミット・プレワークショップのパネ

ル展として、各地のアマモ再生に取り組んでいる事例を中心に紹介する公募展とともに、

海辺の自然再生を推進する「手法開発」「技術開発」に焦点をあてた企画展を開催する

こととなりました。 

特に、今の技術レベルでは、どんな干潟・藻場・（サンゴ礁）の再生が可能か？とい

う点を浮かび上がらせるために、各技術の目指す目標や、適用の際に考えなくてはなら

ない条件、技術の熟度といった情報が必要ではないかと考えています。特に、目標につ

いては、その技術の評価と切り離さずに一対で議論すべきと考えています。 

そこで、各参加者に表－1のアンケートを実施し、縦覧の便を図るために統一フォー

マットのパネルを作成することとしました。 

 

３．企画展の内容 

関係機関への依頼、

公募展への応募テーマ

からの移動の依頼など

により企画展では30事

例以上の事例を収集し、

パネルとすることとし

ました。場としては干

潟・藻場・護岸・沿岸

域の事例、取り組み方

Goal Setting

目標設定
Site Characterization

場の理解

自然再生の定義
＝復元力のある生態系

モニタリング
モデル化
＝場の変動特性・ネットワーク

R&D, Menu building

手法開発

実証実験
＝メニュー開発・効果の評価

R&D, Menu building

手法開発

実証実験
＝メニュー開発・効果の評価

Systematic Approach

システム化
制度や仕組み
＝包括的計画・順応的管理
＋市民参加・協働

図－1：自然再生推進のための要

タイトル パネルに標記する開発技術・プロジェクト・事業のタイトルの記述 
目的と背景 
 

どんな問題があり、どう解決するための技術・プロジェクト・事業であ

ったのかについての記述 
内容と適用

場所・条件 
技術・プロジェクト・事業の内容と、その適用場所や制約条件などにつ

いての記述 
技術の熟度 研究の進捗レベルや、技術の適用レベルについての記述（例えば、国内

＊＊箇所での実施例あり、＊＊年後に実用化の見込み・・・等） 
関連情報 共同研究者の有無、開発に参加した人の技術的背景、参考となる文献、

そのほか、関連情報の記述 
 

表－1：各参加者へのアンケート内



 

としてはパイロット事業・研究プロジェクト・個別技術開発といった内容に区分される

事例が対象となっています（表－2）。 

パイロット事業の項目においては、どんな事業が行われているのか、すなわち、今ま

での海辺の自然再生に使われている技術という視点でのとりまとめを試みました。 

・ 浚渫土を活用した前浜型の干潟や潟湖型の野鳥園の造成 

・ 藻場造成を助ける適地選定技術 

・ 護岸斜面を利用した藻場造成 

等に特徴があります。 

研究プロジェクトについては、先端的な取り組みでは、なにが分かってきているのか、

すなわち、これからの海辺の自然再生の可能性という視点での取りまとめを試みました。 

・ 浚渫土砂を有効利用した干潟造成 

・ 潮入り・タイドプール・テラス型の干潟造成 

・ 生物生息場としての適地を作り出す技術 

・ 構造物の構造・内側など新たな場を利用した自然再生（防災と環境の融合・・・） 

等に特徴があります。 

個別技術開発については、どんな手段・技術に支えられているのかという取りまとめ

を試みた結果、海辺の自然再生の継続性という視点が浮かび上がってきました。 

・ 改善・改良の技術（管理の技術） 

・ モニタリングの技術（フィードバックの技術） 

などが順応的管理への適用も含め、注目されます。 

 

 

 

 

 

No. 区分 区分2 タイトル (仮題）
1護岸 パイロット事業 御前崎藻場造成
2干潟 パイロット事業 干潟造成技術マニュアル
3干潟 パイロット事業 大島干潟造成
4干潟 パイロット事業 浚渫土砂を用いて造成した干潟・浅場による沿岸海域環境への効果と課題
5干潟 パイロット事業 浚渫ヘドロを用いた干潟造成を目的とした高効率な浚渫底泥脱水技術の開発
6干潟 パイロット事業 干潟・浅場造成の適地選定
7干潟 パイロット事業 護岸を利用したマングローブ林再生
8藻場 パイロット事業 中城湾港泡瀬地区における海草移植の取り組み
9藻場 パイロット事業 熱帯性海草藻場の種苗生産と再生技術に関する技術開発
10藻場 パイロット事業 釧路港島防波堤における藻場造成
11藻場 パイロット事業 場の再生によるアマモ場再生
12藻場 パイロット事業 護岸を利用した藻場造成
13護岸 研究プロジェクト エコシステム式海域環境保全工法
14護岸 研究プロジェクト アサリやカキの驚異的水質浄化能
15護岸 研究プロジェクト サンゴ礁と共生する港湾整備方策
16干潟 研究プロジェクト 生態系の変動を考慮した順応的管理技術
17干潟 研究プロジェクト なぎさ線創造
18干潟 研究プロジェクト 都市臨海部に干潟を取り戻すプロジェクト
19干潟 研究プロジェクト 干潟における貧酸素水塊の軽減と生物層の保全技術
20藻場 研究プロジェクト アマモ種子融通ネットワーク技術
21藻場 研究プロジェクト アマモ再生への取り組み
22藻場 研究プロジェクト コアマモの増殖に関する調査研究
23藻場 研究プロジェクト ＤＮＡ情報から考えるアマモ場再生-三番瀬を例に-（仮題）
24沿岸域 個別技術開発 自然再生・保全技術
25護岸 個別技術開発 生物共生護岸
26干潟 個別技術開発 作澪の効果に対する評価手法に関する研究
27干潟 個別技術開発 漁場環境改善を目的とした耕耘実験
28干潟 個別技術開発 泥質干潟における耕耘の栄養塩類溶出効果
29干潟 個別技術開発 有明海干潟再生技術開発
30藻場 個別技術開発 アマモ再生技術
31藻場 個別技術開発 相模湾におけるアマモ集団間の遺伝交流の調査
32藻場 個別技術開発 アマモ場造成基盤「ゾステラマット」
33藻場 個別技術開発 播種材料等によるアマモ場造成技術について
34藻場 個別技術開発 アマモ場造成の計画・モニタリング技術
35藻場 個別技術開発 アマモ場再生手法と再生事例－市民参加から大規模事業まで

表－2：パネル展の展示内容（予定）



 



 

 

 

2. 「市民・子ども達・学生などによる自然再生活動の報告」 

 

(1) 地域住民が支える 緑を守る活動  ……………………………………………  29 

 鈴木 勲 (関ヶ谷市民の森愛護会) 

(2) 2006 舞岡・小網代 総合学科高校の夏…………………………………………  34 

 中村 裕之 (横浜清陵総合高校)・松山 広樹 (大師高校) 

(3) 山・川・里・海をつなぐ自然再生～大道小エコアップ作戦 ……………………  37 

 日高 裕美子  (横浜市立大道小学校) 

(4) 西柴アマモ隊「まち」への発信  …………………………………………………  42 

 坂田 邦江  (横浜市立西柴小学校) 

(5) 「アマモン」に夢を託して～FLL 大会に参加～ (エジソンズ) ……………  49 

(6) GRASSY 世界に拡がる…………………………………………………………  52 

 田中生・竹内真理 (横浜市立大学 市大アマモ隊 GRASSY)  



 

 
１. 「市民の森」とは 

昭和４６年度からスタートした横浜市独自の緑地保全制度

で、緑を守り育てるとともに山林所有者の協力を得て、市民の

憩いの場として利用されるもので、平成１８年度までに市内２

６箇所３８９ヘクタールが指定されています。市民の森に指定

されますと、開園までに市が散策路や広場等、自然の景観を壊

さないように最小限の整備を行いますが、開園後は、地権者や周辺住民の有志

によって構成された「市民の森愛護会」に市が管理（草刈り、ゴミ拾い、パト

ロール等）を委託し、森の維持管理がされています。 

 

２. 関ケ谷市民の森の概要 

●開園日：平成１５年１０月２６日に２５番目の市民の森として誕生しました。 

●所在地：金沢区釜利谷西２丁目１８６３ほか 

●施設概要：・面積２．２ヘクタール・散策路延長６００メートル・広場２箇所 

●都市計画区域：市街化調整区域 

●位置：金沢区の南西部、京浜急行金沢文庫駅から西に２ｋｍのところ位置し、

西側には横浜横須賀道路が通っています。周辺は閑静な住宅街になっており、

南側に道路を挟んで関東学院大学金沢文庫キャンパスがあります。 

●森の概要：標高差が４０ｍほどあり、起伏に富んだ地形になっており、一部ス

ギ林や竹林が見られますが、コナラ、ケヤキ、ヤマザクラなどの落葉樹を中

心として構成された植生豊かな樹林地となっています。 

●交通：京急金沢文庫駅から京急バス「関東学院大学金沢文庫キャンパス」行き

で終点下車、道路の反対側フェンスに取り付けてある案内看板脇の階段を降

りた徒歩３分のところにあります。 

 

３．「関ケ谷市民の森愛護会」活動の枠組み 

樹林管理の運営に当たっては、（１）年次計画（２）中期計画（３）長期計画を決め

て活動しています。 

年次計画は、横浜市から委託される市民の森の維持管理業務ですが、これとは別に

関ケ谷市民の森愛護会は独自に２年くらいで完成が見込める作業を中期計画、３年以上

かかる作業を長期計画として先を見据えた活動を並行して実施しています。中期計画と

しては、森の恵みの有効活用を計ろうと“炭焼窯の建設”を取り上げました。長期計画

地域住民が支える 緑を守る活動 

 

関ケ谷市民の森愛護会会長 鈴木 勲



 

としては、自然の復元をテーマに釜利谷南小学校の児童と横浜市緑政局（当時）との協

働で“ほたる復活”に取り組みました。 
 

（１）年次計画 

年次計画は、＜委託作業＞と＜ボランティア作業＞に大別されています。 

＜委託作業＞ 

① パトロール ② 草刈 ③ 清掃 ④ 特別施設管理 とあり、昨年実績は、 

● パトロールは、園内、外周路を５２回、延べ１０２名が参加しました。 

● 草刈は、散策路周辺、広場休憩所と１３回、延べ１２６名が参加しました。 

● 清掃は、散策路、広場、外周部と５２回、延べ１０２名が参加しました。 

● 特別施設管理は、会員がやる気を持って息の長い活動を展開するようにクラブ制に

して、リーダーを互選し実施します。クラブは、1) ほたる復活クラブ 2) 園芸クラブ 3) 木

工クラブがあります。 

＜ボランティア作業＞ 

樹林管理作業そのものですが、月２回、第２土曜日と第４日曜日午前９時から１２時まで、

樹林管理者３名が協議の上決めた実施スケジュールに従って実施しています。今年の

予定は、 

● 間伐、枝打ち 針葉樹林 １０～４月 

竹林 １２～２月 

● 抑制除伐 広葉樹林 ５～７月 

● 下草刈り  ６～９月 

● 植林 広葉樹 ２～３月 

● その他 笹の伐採、蔦の除去、落葉かき 等 適宜実施します 

 
（２）中期計画 

森の恵みを有効活用する施設を会員の力で出来そうなものの中から、完成までに２年間

くらいかかるものとして『ドラム缶式炭焼窯』の建設を計画しました。都築中央公園の炭焼

実習に参加し、多くのことを学びました。製作は一式外注しましたが、設備設計、炭焼小

屋建設、据付工事は愛護会員が実施、平成１８年６月３０日に完成しました。第１回の火

入れは、蚊の多い夏は避け、９月３０日に成功裏に行うことが出来ました。 

＜環境対策＞ 
 ＝燃焼バーナー開＝ 

＝燃焼バーナー閉＝ 



 

 

ドラム缶式炭焼設備の目の前には、新

興住宅地が建ち並んでいます（左写真）。

まるでステージの上で炭焼きをするよ

うなもので煙や臭いは厳禁です。熱電

対を入れリアルタイムに温度監視した

り、排ガスを石油化学工場のフレアス

タックのように燃焼バーナーで燃やす

のも環境対策のためです（上の写真を

参考にして下さい）。 

しかし火入れから全閉（煙突閉め）

まで、１５秒間隔でバイナリ形式、テ

キスト形式、Excel 形式で記録を取っていますので、これと焚き口開度、煙突口開度、
竹炭品質、操業時間との相関を掴めば最適操業条件の設定が可能になると期待していま

す。「データで物を言う」というデジタル時代にマッチした対応ができるというわけで

す。 
 

（３）長期計画 

平成１５年１０月横浜市立釜利谷南小学校４年生（当時）児童７０名の熱烈な呼びか

けでスタートした「ほたる復活大作戦」も最終段階の自然の復活で横浜市の資金難から

停滞しています。このように実現までに長時間かかるような計画を長期計画と名付け、

心の空洞化を防ぐように心掛けています。私達は、子供たちのために、ほたる飛び交う

自然環境の復元を計り、自然の大切さを体感させたい、同時にわずかながらも地域住民

の心の安らぎの場を提供したいと心に誓ってこの計画の実現に取り組んでいます。 
 

① 子供たちから貰った宝物 

河合先生から３年間のほたる復活作戦の写真展と給食を食べながらの６年生とのお

別れ会をしたいとのお誘いを頂き、当愛護会か

ら８名参加したのは、今年の３月８日のことで

した。通された体育館の４面の壁に３年間の活

動記録が、所狭しと年代順に貼ってあり、児童

のみなさんが熱心に説明してくれました。１つ

のプロジェクトを完成させる手法を会得してお

りそれが全員参加で楽しみながら学習してきた

のには、ビックリしました。同時に指導されて

きた先生の手腕には頭が下がりました。今流に

言えば「ハートがある！」とでもいうのでしょ

うか。 

当日、思いもよらず感謝状まで頂き

ました。ほたる復活の役割分担を見直

しましたが、これが起爆剤になったと

思っています。 



 

 
② 役割分担の見直し 

ほたる復活作戦実施に当たって、横

浜市環境創造局は自然環境の創造、横

浜市立釜利谷南小学校はほたるの人

工飼育、関ケ谷市民の森愛護会は水辺

環境の整備と役割分担を決めていま

した。この中で一番のネックはほたる

の生息できる自然環境の復元でした。

「市の予算を当てにしていては実現

は不可能、愛護会でできるものは私た

ちでやろう」と誰いうともなく決まり

ました。平均年齢６５才のシルバー族

をこう決意させたのは、“ほたるは環

境のシンボル”とこの３年間取り組んでこられた先生と生徒の熱意があったからと思っ

ています。 

 
③ ターニングポイント 

７月に横浜ほたるの会の団体会員となり、直接支援を受けられるようになりました。

これと相前後して自宅でほたるを飼育している方が愛護会に入会され、一気にほたる復

活の現実味が出てきました。「ほたる復活クラブ」の中に新たに「ほたるの飛ぶ森プロ

ジェクト」を立ち上げ、それぞれの特

技を有効に活かせるグループを核と

して取り組みます。目標は平成１９年

５ｎ月にほたる幼虫のテスト放流を

行い、源氏、平家ほたるの羽化状況の

確認をします。平成２０年６月～７月

にほたる鑑賞会を行い、こども達や地

域住民にオープンする予定です。今年

は「ほたる復活元年」と位置づけてい

ます。 

 
④ 現状報告 

＜人工飼育開始＞ 

横浜ほたるの会から分けて頂いた源氏ほたると平家ほたるの幼虫の分散飼育が９月

９日からスタートしました。大きいものは１５ｍｍくらいに成長し、元気に育っていま

す。 

＜ほたるの里現地工事＞ 
ほたる復活クラブのメンバーが集まり、ほたるの里のネーミングをしました。 
① 追越の池（湧き水をため、水源にします） 
② せせらぎ （源氏ほたるの幼虫を放流します） 
③ 平家ほたるの池 （平家ほたるの幼虫を放流します） 
 



 

＝ほたるの里完成予想図＝ 

 

＜写真説明＞ 

＝写真１＝自家製平板、アリダードで

平板測量を実施し、地形図を作成しま

した 

＝写真２＝“追越の池”掘削に汗を流

す愛護会員 

＝写真３＝水が貯まった“追越の池”、

１０月７日現在、止水壁の手直しを残

し、ほぼ完成しました 

 
４．むすび 

３年前、地権者のご好意と「横浜に緑を残そう」という横浜市政に賛同して集まった

地域住民（現在会員数４０名）でスタートした関ケ谷市民の森愛護会も市からの委託作

業だけでなく、独自の施策を持って活動できるまでに成長したと思っています。共通の

目標の元、様々な経験を持ち寄って、お互いに助け合って進めていくボランティア活動

のすばらしさを享受しているのは、私一人ではないと信じています。 

 



 

 

２００６舞岡・小網代 総合学科高校の夏 

 

神奈川県立横浜清陵総合高校 教諭  中村 裕之

神奈川県立大師高校     教諭  松山 広樹

１ はじめに 

 本日の生徒の発表を補う意味で、発表要旨に先立ち総合学科高校のこれまでの歩みを若

干振り返ります。そうして視点で〈 １ はじめに 〉、〈 ２ 総合学科の「環境教育」 〉をお読み

いただけると幸いです。 

1996（平成 8）年に県立大師高校が神奈川県で最初の総合学科に改編されました。総合学

科は普通科、専門学科と並ぶ「第３の学科」であり、その特徴として、①学年制ではなく単位制

を採用していること、②1 年次（入学年次）に原則履修科目として設置されている「産業社会と

人間」の学習をはじめとしてガイダンス機能が充実していること、③多種多様な選択科目群を

持っていること（科目は類似したものを集めて系列という括りで整理されている）、などがあげら

れます。総合学科は「高校教育改革のパイオニア」として期待され、現在では一般的となって

いるキャリア教育や情報教育、などが当初からカリキュラムの中に取り入れられていました。 

 また総合学科では、どこの高校でも学習する国語や数学、あるいは商業や農業などの系統

的学習に加えて、「人権教育」や「国際理解教育」、「環境教育」など現在から将来にわたって

社会（世界）が解決しなければならない問題について、体験学習を取り入れながら積極的に学

習している、という特徴を持ちます。確かに総合学科の持つ柔軟で多様な学びはこうした学習

に適しており、今後も学校以外のフィールドに出て市民や行政、などと協働しての学びが、総

合学科だけでなくすべての高校で推進されることがもっともっと期待されていると言えるでしょ

う。 

 

２ 総合学科の「環境教育」 

 大師高校では総合学科改編当初より総合選択科目である「神奈川の環境問題」を設置し、

横浜市戸塚区にある舞岡公園と三浦市小網代にある小網代の森をフィールドに、環境教育を

行ってきています。大師高校では他にも環境教育のための複数の科目を設置していますが、

「神奈川の環境問題」は都市自然といわれる都市部の緑地で実際に行われている保全・再生

活動に参加することにより、体験と感性から保全・再生の実際を感じ、そこに関わる市民の方な

どとの交流し、それらを他者に発信することで、自分が近い将来に市民として身近な自然とどう

関わっていくかという態度や行動を育んでいます。 

授業は舞岡公園での 1 年間の米つくり（田起こしから餅つきまで）を谷四囲会（やよいかい）

という舞岡公園で活動している市民グループの方々と一緒に行っています。（というよりご指導

を受け、お世話になっています。） また、夏には小網代の森にアカテガニの放仔（お産）の観

察に行き、NPO 法人・小網代野外活動調整会議が主催するカニパトにボランティアとして参加

させていただく生徒も多数います。こうして学んだことを 3 年次の原則履修科目である「課題研

究」でさらに深める生徒もいます。大師高校はこうした従来型とは異なる環境教育を展開し大

きな成果を挙げました。これはその後県内の多くの高校が総合学科に改編される中で、一定

の影響を与えています。 

 横浜清陵総合高校は清水ヶ丘高校と大岡高校の統合再編により2004（平成16）年度に総合

学科高校としてスタートしました。大師高校の「神奈川の環境問題」とほぼ同じ内容の「横浜の

自然」という総合選択科目を設置しています。さらに横浜清陵総合高校では、ボランティア活

動やインターンシップ（就業体験）による単位認定を積極的に行っており、舞岡公園や小網代

の森にはそのような形で関わりを持つ生徒もいます。 



 

 本日は、大師高校生は主に「神奈川の環境問題」・「課題研究」などの授業を通しての関わり、

横浜清陵総合高校生はボランティア活動やインターンシップを通しての関わり、という視点から

の発表です。身近な自然の保全や再生に向けて総合学科である 2 つの高校のそれぞれの取

り組みと両校が共通して取り組んできたささやかな試みです。 

 

３ 小網代の森 

 小網代の森は三浦市に広がる約 70 ヘクタールあまりの森です。1980 年代には開発の危機

がありましたが、市民運動が行政を動かし、保全が決まったという経緯を持ちます。2005（平成

17）年には都市近郊緑地に指定されました。総合学科高校はこの森と深く関わってきた NPO

法人・小網代野外活動調整会議（http://www.koajiro.org/）が行う通称「カニパト」に観察者ま

たは環境ボランティアとして参加し、さまざまな感動と保全への取り組みを学んできました。小

網代の森の自然を体で感じ、保全・再生に関わる人たちとの交流などから、多くのことを学びま

した。 発表は大師高校が中心となって行います。 

 

４ 舞岡公園 

 舞岡公園は横浜市戸塚区と港南区にまたがる約 30 ヘクタールあまりの都市公園です。この

公園がすばらしいのは、横浜の原風景である谷戸（里山）の自然と文化を再生・復元し、その

保全を行政と協働して市民が行っているという点にあります。大師高校、横浜清陵総合高校は

谷四囲会（前述）の方々と田んぼの作業を通して、この谷戸の自然と文化の復元・保全にあた

っています。化学肥料や農薬、機械を使わず手作業で行う米つくりはたいへんな面も多々あり

ますが、多くの生き物たちとともにあるこの舞岡公園で作業をすることにより、何かを感じ考え、

自然再生への役割を担っています。また小網代と同様に谷四囲会をはじめとする市民の方々

との交流は多くのことを高校生に感じさせ学ばせてくれています。また、公園で行われる行事

にも積極的に参加したり、関わり方も授業やボランティア活動、インターンシップなど様々です。

発表は横浜清陵総合高校が中心となって行います。 

 

５ 最後に 

大師高校の卒業生が卒業後も授業への参加などの形で舞岡公園と関わっています。 総

合学科高校で体験的学習を中心に学んだ子どもたちが、卒業後にひとりの市民として小網代

の森や舞岡公園のような身近な自然に関わり、その自然の保全や再生に向けて活動する、と

いう理想的な展開です。高校卒業後も視野に入れながら、こうした取り組みを拡充していきた

いと考えています。 

２００７（平成１９）年１２月２日（日）に横浜市立南舞岡小学校体育館を会場に、舞岡公園開

園１５周年行事が予定されています。この中では、舞岡公園で活動する小学校、総合学科高

校、大師高校ＯＢ、がそれぞれの活動を発表しあい、さらに教育関係者によるパネルディスカ

ッションも予定されています。舞岡公園の自然の保全と再生に向けて教育がどう関わってきて

これからどう関わるか、を考える絶好の機会になることを期待しています。 

 なお、総合学科高校の教育全般については、神奈川県総合学科公立高校合同ｗｅｂのサイ

ト（ http://www.sougougakka-kanagawa.jp/index.html ）をご参照ください。ここから大師高校、

横浜清陵総合高校、など各総合学科高校のサイトにも行けます。 

 



 

［発表者プロフィール］ 
 

 

神奈川県立大師高校で「神奈川の環境問題」・「課題研究」など

で舞岡公園・小網代の森で活動している高校生です。 

 

   鈴木壮志  （３年） 

   川島美佳  （３年） 

   阿部江里子 （３年） 

   西橋美沙  （３年） 

   小椙愛華  （３年） 

 

神奈川県立横浜清陵総合高校でボランティア活動・インターンシ

ップなどで舞岡公園・小網代の森で活動している高校生です。 

 

   伊東良介   （１年） 

   金子直哉   （１年） 

   佐野由梨江  （1 年） 

   石坂 匠   （1 年） 

 

なお今回の発表は、神奈川県の公立総合学科高校の研究組織である神奈川県総合学科

教育研究会環境農業教育委員会が行うこととし、同委員会に所属する以下の教員が高校生

の指導・助言にあたりました。 

中村裕之  （神奈川県立横浜清陵総合高校 教諭） 

松山広樹  （神奈川県立大師高校     教諭） 

 



 

 

 

１．はじめに 

大道小といえばトンボ池であり、シ

ーズンになると最初に姿を現すのが、

オニヤンマ・ギンヤンマである。トン

ボの王様・女王様といった風情で、子

どもたちの目の高さを水平に「さあ、

とりにおいで」とでも言っているよう

に悠々と飛ぶ。そしてシオカラトンボ

の黒と黄色の縞の雌・水色の雄が交尾

をしながらたくさん飛び回る。 

草の緑が濃くなる頃、燃えるようにまっかなショウジョウトンボがいつの間にか飛ん

でいる。そのころにはプールの掃除が始まり、ウスバキトンボやノシメトンボのヤゴ救

出作戦の声がこだまする。 

しかし、トンボ池はトンボだけではない。朝夕にカワセミがクロメダカを食べに飛来

し、暗闇が増す頃にはコウモリが３．４匹身重のクロアゲハのように飛び交う。トンボ

池ができてから１４年、いろいろな生きものたちがひしめき合い、自然淘汰されていっ

た。いま気になっているのは、コサギやアオサギがくるようになり、ザリガニを食して

いることである。また藻が発生しすぎてウキクサがなくなってきていることやヒメガマ

やサンカクイ等の水生植物がひろがりすぎてきていること・・そろそろ大改修しなくて

はならない。 
 

２．わたしたちができることをかたちにしていこう・・ 

大道小は山をかかえ、侍従川の上流・中流・下流を見渡せる学区である。侍従川の源

泉を訪ね、そこにすむヘイケボタ

ル・ゲンジボタルを毎年楽しみに見

に行く常連も多い。上流・中流にか

けて「ふるさと侍従川に親しむ会」

（以下侍従会）の方々はゲンジボタ

ルを増やしたいとの願いをもち、大

道中を拠点としての活動をされて

いる。大道小は中流から下流にかけ

ての自然再生を願って、３年ほど前

から葦の植栽を始めている。 
葦がなぜ必要なのか。増えすぎた

ときにどう再生させるのか。その経

緯は、昨年「侍従川流域をラムサール登録地にしよう」（地域内循環大道システムの構

築）として発表している。葦船（夢の大道丸）づくりを通じて、人々のつながりを深め

ていくこと、葦原を再生し、渡り鳥が羽を休めることのできる平潟湾・侍従川河口干潟

を甦らせることは今年度の課題でもある。 

山・川・里・海をつなぐ自然再生～大道小エコアップ作戦 

横浜市立大道小学校５年児童    教諭 日高 祐美子



 

３．今年度は ヘイケボタルを田んぼ

に・・ 

５年生の総合学習では地域の自然環

境を課題とし、エコアッププロジェク

ト作戦に取り組んでいます。侍従川で

は葦の植栽、トンボ池の環境を整える

ためにはかいぼり（１１月実施予定）

を、そして田んぼにはホタルを呼び戻

す活動をしています。田んぼの水を抜

くことができないので、米の収穫は例

年に比べると少なかったのですが、メ

ダカやカエルのすみかとなり、学習の

幅が広がりました。ホタルはヘイケボ

タルで、７月の中旬に６０匹のホタル

がとびました。来年に向けて、いま５００匹のホタルの幼虫を育てています。 

 

今の５年生の子どもたちが２年生の時に大道小６０周年を迎え、「トンボ池ものがたり」を生活

科で展開した。１０年前にできたトンボ池、その願いを掘り起こして、トンボ池にホタルを復活さ

せようと活動をした。元のホタル池の場所は、夜コミュニティーハウスの明かりがともり、池そのも

のもザリガニやそれを捕獲する子どもたちがはいりこみ、幼虫を育て、餌となる貝（モノアラガ

イ・サカマキガイ・カワニナなど）を調べ集めたが、困難を極めた。そんな中で、どぶに放した貝

が増え、更地になっていた田んぼに畔ができ、小助川先生のご尽力で自然が復活した。カエ

ルは田んぼに卵を産み、メダカやドジョウなどのすみかとなった。 

 

６月に１５０匹のヘイケボタルの幼虫を田んぼに放流 

(大道小の田んぼ（畔ができ、ホタルの蛹化のための環境が整った） 

田んぼの周りの環境も ＯＫ！

７月は蓮田に １０月は葦田に 



 

 

これまでは米の収穫を願って米づくりの視点からの関わりであったが、今年度は、冬季湛水

不耕起・無農薬栽培、カルガモ農法（野鳥）で取り組むことになり、米の収穫は３分の一に減っ

てしまったが、田んぼには今まで見たことのない虫たちのすみかになって、豆科の植物がから

みつき、新たな自然を子どもたちに見せてくれた。子どもたちはヘイケボタルを本来の田んぼ

をすみかにすることができることを知り、再び幼虫を育て、６月に１５０匹を田んぼに放流した。

ホタルは、田んぼのあぜに上陸し、７月８日には、約６０匹のホタルの光を発見した。ヘイケボタ

ルは草むらに集中して群れをなす。一ぴきの雌を取り囲んで、１０数匹の雄が群がる。夏休み

中だったので見ることができた子どもが限られてしまったのが残念だったが、昇降口の明かりを

消して、約１０日間ほど見ることができた。そこで交尾したホタルが残した卵たちは、来年までに

どのくらい育ってくれるだろうか。田んぼの水は枯らせない。 

 

実りの秋をむかえて 
大事に稲を干す５年生
になった子どもたち。 
稲丈は小さいけど 
実はしっかりと 
ずっしり入っていま
す。

２００３年からホタルの活動が始まった 

当時は２年生だった子どもたち 



 

４．わたしたちのエコアッププロジェクト 

 

１０月には１ｍをこえる草丈

にのびた。水かさが増えると

水の中にすっぽりかくれてし

まう。みんなで積んだ重い石

が水かさが増えても倒れるの

を守ってくれ、コサギやアオ

サギの散歩する姿が見られる

７月に竹筒に土を

入れ、葦の苗を１

本１本植え込み侍

従川に約１００本

の苗を植えた 

 

侍従川の葦の植栽 

トンボ池の

かいぼりに

向けて生き

ものの救出

作戦 

壊れた杭を点検し、新しい杭打ちの計画を立てる

子どもたち 

１１月１１日・１２日には、侍従川に親し

む会の方とボランティアさんを募ってか

いぼりをし、水を干した後、川砂を入れる

作業やカワセミや土止めのための杭打ち

をする 

トンボ池の改修 

来年もヘイケボ

タルを飛ばすた

めに、毎日５００

匹の幼虫の水を

換え、餌の世話を

する子どもたち 

ヘイケボタルがとぶ田んぼ 



 

 

 

 

＝＝＝ 

 

［発表者プロフィール］ 
 

日高 祐美子（ひだか ゆみこ） 

横浜市立大道小学校教諭   

 生活科・総合的な学習に情熱を燃やす。教科で学べない

も人間として身につけてほしいこと・自然を知り、自然か

ら学び、生きる知恵を働かせること・それらを子どもたち

と一緒に体験を通して学んでいくこと（教材化していくこ

と）を大切にしている。主な実践には、「大道の自然いた

だきます」（生活科）で学校の果実でジャムや梅干しづく

り、育てた紫芋でアイスクリームづくり、１２０本収穫し

た大根でべったら漬けや三浦特有の甘酢たくわんづくりなどをした。総合的な学

習では「なかよしパラダイズ（大豆）」３年で育てた大豆で、きなこ（石臼）、豆

腐、味噌、醤油、納豆、おからクッキーやきなこ飴づくりをし、子どもたちが自

分たちで調べた方法で作らせ先人の知恵の素晴らしさを実感させてきた。この３

年間は侍従川の生きものやホタルの飼育を通して環境に働きかける喜びをひしひ

しと感じている。 

 

 



 

 

１．アマモへの取り組みについて 

アマモとは、海のゆりかごともいわれ、魚たちが産卵し、稚魚が育つ場所を提供する

ための、魚たちにとってなくてはならない海草です。 

かつて、金沢八景の海岸には、アマモが広く分布し、いろいろな魚介類が生息してい

たと言われています。しかし、埋め立てが行われ、住宅や工場が増え、生活排水等によ

る汚染を原因とした海の水質が悪化すると、アマモ場の面積は、減少していきました。 
平成４年に環境庁が行った調査では、横浜市の全ての海域において、アマモの分布は

認められなくなったと言われていました。 

ところが、１０年ほど前、野島海岸で工藤孝浩氏によってアマモの生息が発見され、

アマモの種まきや移植への取り組みが開始されました。 

平成１５年には、「金沢八景－東京湾アマモ場再生会議」が設立され、市民・企業・

大学・研究機関・行政の協働によるアマモ場の再生への取り組みの活動が始まりました。 

西柴アマモ隊は、眼下に広がる海の公園で始まった、「金沢八景－東京湾アマモ場再

生会議」が行う「海の環境再生イベント」に参加し、体験活動を通して、環境教育を行

うことを目的としています。 

 

２．西柴アマモ隊の誕生までの経過 

西柴小学校は、近くに海の公園・柴漁港・金沢漁港があるという海に恵まれた地域に

あります。 

平成１５年。西柴小学校の４年生は、横浜市民ふれあいの里「上郷・森の家」・及び

横浜自然観察の森において宿泊体験学習を行いました。ここでは、ホタルの観察・野外

炊飯などの体験を通して自然とふれあい、子どもたちは「命のすばらしさ」を体感する

ことができました。 

体験学習後、その時の感動を生かして、児童は、「命いっぱい」というテ－マのもと

に、総合的な学習の時間の活動が始まりました。桜・虫・魚・水草・鳥・海の６グル－

プに分かれ、それぞれが「命いっぱい」の活動に取り組む事になりました。 

海グル－プは、二人の児童によって始められた活動でした。しかし、海をテ－マに掲

げてはみたものの、「海の命いっぱい 」にどう取り組めばよいのか手をあぐねるといっ
たようすでした。折しも、理科学習で教育ボランティアとしてご指導を頂いた金沢野鳥

クラブの鹿島保さんから、「みなさんが海の命いっぱいに取り組んでいられるのなら、

アマモを紹介しましょう」と教えていただいたことが、アマモとの出会いでした。その

後は、「まち」で行われる「金沢八景－東京湾アマモ場再生会議」の活動に参加し、ア

マモについて学び、アマモ移植活動などを体験して、豊かな海の環境再生の実際を学ん

でいきました。 

児童は５年生に進級し、クラス替えとなり、４年２組での「命いっぱい」の活動も終

了となりました。 
次年度、城ヶ島でアマモの種の選別会があると聞き、希望する児童が、参加すること

になりました。連絡網を作り互いに連絡を取り合って活動を続けていくために、「西柴

アマモ隊」というグル－プが誕生しました。これが、西柴アマモ隊の起こりです。 

「西柴アマモ隊」の活動は「まち」で行われるイベントに参加するだけでなく、発表

する場もいろいろな機会に設定していただきました。そのことで、子どもたちは、一層

真剣に活動に取り組むようになりました。  

西柴アマモ隊 「まち」への発信 

横浜市立西柴小学校  坂田 邦江



 

平成１７年度には、西柴小学校の新年度企画において、特設クラブとしての「西柴ア

マモ隊」の設立を提案し、特設クラブ「西柴アマモ隊」を位置づけることが出来ました。 

また、これまでの３年間にわたる活動の実績から、アマモ場再生会議の皆様によるご

推薦をうけ、「第２５回全国豊かな海づくり大会かながわ大会」へ大会メッセンジャ－

として児童代表をおくることが出来ました。また、アマモ隊の村田依玖美さんが書いた

作文「西柴アマモ隊の活動」は、「第２５回全国豊かな海づくり大会作文コンク－ル」

で、大会会長賞を受賞することが出来ました。その後、村田依玖美さんは、平成１７年

度の金沢区民栄誉賞を受賞しました。３年間にわたって活動を続けてきた「西柴アマモ

隊」の児童達は、３月に卒業を迎え、平成１８年４月からは、新５年生のアマモ隊の児

童が、活動を引き継ぎました。また、平成１８年６月、横浜市より「第１４回横浜環境

活動賞」を受賞しました。この受賞は、児童のみならず保護者の皆様方の喜びとなり、

その後の活動への新たな意欲づけとなりました。 

 

 

３．活動の目的 

・地域の海の環境再生活動に参加し、海の環境再生への関心を高めるとともに、アマモの

果たす役割について理解する。 

・アマモの移植活動を体験し、「まち」の人々の協働のすばらしさに気づき、共によりよい

「まち」を創ろうとする。 

・「友達」や「まち」の人々にアマモの役割を伝え、海の環境再生活動の輪を広げようと取

り組む。 

・自らの生活を振り返り、環境にやさしい生活を行う実践的な態度を身に付ける。 

 

４．主な活動内容 

 ＜平成１５年度＞ 

  ７月２６日 アマモ種子選別会に参加（城ヶ島の神奈川県水産総合研究所にて） 

 １０月１１日 アマモ学習会に参加（野島研修センタ－にて） 

 １１月１１日 アマモ播種シ－トづくりに参加（金沢漁港にて） 

 １１月１２日 播種シ－トを海の公園・野島公園の海に設置することの見学に参加 

 １１月１２日 アマモの種をわけてもらい、児童が自宅で育てることに挑戦 

 ２月２１日 子どもゆめ基金助成事業企画、関東ブロックに出場 

 「キャリアコミュニケ－タ－プログラム２００３ IN 横浜」に関東代表で出場。 

 「海の命いっぱい」マモグル－プと「桜の命いっぱい」桜グル－プが出場。 

 （神奈川県立地球市民かながわプラザ ホ－ルにて）  

  ３月 ５日 アマモの苗の移植活動に参加（金沢漁港） 

 

 ＜平成１６年度＞ 

 ７月３１日 「アマモ種子選別と城ヶ島海の体験」に参加（神奈川県水産総合研究所にて） 



 

 １０月 ３日 「第１１回金沢水の日 2004」に参加。「海の命いっぱい」の実践活動の発表 

 １１月１４日 「第２５回全国豊かな海づくり大会・プレ大会」に出場。大会メッセンジャ－ 

 として、長野真莉香さんが出場。西柴アマモ隊参加・応援 

 ＮＰＯ法人海辺つくり研究会イベント「夢ワカメ・ワ－クショップ」に参加 

 １２月１９日 海とのふれあいセンタ－で、活動の反省会 

  ２月２６日 ＮＰＯ法人海辺つくり研究会イベント「夢ワカメ・ワ－クショップ」に参加 

 ワカメによる海の環境浄化を学ぶ 

  ３月 ５日 「アマモ移植」金沢漁港参加  

  ３月１２日 横浜市環境創造局環境活動推進部主催 

 「アサリの大量採取対策キャンペ－ン」に協力・参加 

 

 ＜平成１７年度＞ 

 ４月１５日 アマモの花の開花確認 

  ５月 ８日 アサリ大量採取対策キャンペ－ン参加・協力 

 「オ－ルクリ－ン野島ビ－チ２００５・アマモ移植会」参加 

  ５月２２日 アマモ花枝採取に参加 

  ７月１４日 「きれいな海の絵コンテスト」参加（ベイサイドマリ－ナ） 

  ７月２８日～２９日 「海っ子・山っ子自然体験」参加（豊かな海づくり大会 関連行事） 

  ７月３０日 アマモ種子選別会参加 

  ９月２４日 ＣＯＮＥフォ－ラム in  yokohama で発表 

１０月２３日 アマモの苗床の作成と種まき参加 

１１月 ３日 アマモ播種シ－トづくり参加 

１１月１９日 「学校を開こう週間」で、劇「海の命を守るんだ！」を発表 

１１月２０日 「第２５回全国豊かな海づくり大会かながわ大会」出場 

１１月２５日 「横浜 国際ワ－クショップ」参加 

１１月２７日 お手渡しアマモ移植地説明板の除幕式参加 

１２月１７日 海とのふれあいセンタ－にて反省会 

 ３月 ４日 「森・川・まち・海をつなぐ～環境学習会～」出場 

３月２５日 「第３回 海の森つくりフォ－ラム」出場 

  

 ＜平成１８年度＞ 

４月３０日 アマモ移植会参加 海の公園「海とのふれあいセンタ－」 

５月２７日 アマモ学習会 西柴小学校小会議室 

５月２８日 野島アマモ花枝採取, 海とのふれあいセンタ－にて 

 アマモの水槽・花枝挿入手伝い・元祖アマモ隊の発足 

６月１０日 花枝採取  横須賀市伊勢町海岸にて 

６月１７日 第１４回横浜環境活動賞 表彰式参加 

７月２９日 アマモ種子選別会と海の観察会  （城ヶ島  県水産技センタ－にて） 

５．活動の結果及び成果について 

アマモ隊児童と保護者を対象に、これまでの活動への感想アンケ－トを行いました。

その内容をご紹介します。 
〈児童の感想〉 
・みんなで、一つの目標に向かって協力できるという自信がもてるようになった。 
・１つのことをやり遂げるには、いろいろな方々の協力があってこそなしえるということが

体験できた。 

・命の大切さがわかり、自分でも成長したと思う。 

・自然環境を保全することへの責任を感じるようになった。 

・自然への興味をもつようになった。海を大切にしようと思うようになった。 



 

・海の生き物が、「怖い」から「かわいい」に変わった。 

・人前ではっきりと意見を言うことができるようになった。 

・地球温暖化などの環境問題への興味をもつようになった。海を大切にしようと思うように

なった。 

・何事にも積極的にチャレンジしようという意欲がでてきた。 

 

〈保護者の感想〉 

・アマモ隊の活動は、環境意識の向上とともに、再生会議や地域の人達とのイベント活動を

通して、地域の歴史や産業を知る事ができ、子どもの成長に役立っていると思います。私

自身も、イベントの参加により、金沢区のことを学び、環境問題を勉強させて頂きました。 

・この活動によって環境問題に対して、興味をもつようになり、海に限らず、地球温暖化の

ニュ－スなど他の社会問題にも興味をもつようになり、成長が感じられます。 

・子どもが、人前で発表することに抵抗がなくなり、自分の意見をいつも持てるようになっ

たと思う。子どもは、大人に近づいてくると、面倒だとか、一人だけ目立ちたくないなど、

自分の気持ちはあっても、他の人と合わせる行動が出てくる。小学生のこの純粋な時に、

この様な問題意識を持たせると、環境問題に抵抗なく踏み込めるので、この先の人生観も

広がっていくと思う。 

・アマモ隊に入ったことで親子共々、友達が広がり学校生活も楽しくなったと思います。こ

どもより私の方が、アマモや海の生き物についてもっと知りたくなってしまったかもしれ

ません。人の前で発表している我が子を見て、いつも目立たないようにしていたのに変わ

ったなと感じました。これからも、自由研究などにアマモと関わったことができればよい

と感じます。 

・－－－彼の未来の夢は、生物学者になって深海魚の「りゅうぐうのつかい」を見ることだ

そうです。その辺りが、子どもが一番変化しとことでしょうか？ 

・アマモ隊の活動を文章に書く機会が多かったので、文章力がついたように思えます。 

・アマモの活動をすることにより、今まで目を向けなかった環境問題について気にかけるよ

うになりました。今まで自分のことだけ考えていた子が、広い視野で物事を見るようにな

ったと思います。また、こうしたほうが良いと思った時は、積極的に行動に移していける

ようになりました。いろいろな面で、アマモの学習は子どもを大きく成長させてくれたと

思います。 

・一つのことをやり遂げるには、いろいろな方々の協力があってこそなしえるということを

体験できたのではないでしょうか。大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

６．学校教育における環境教育への一考察 

現在、環境問題は山積みされ、社会は持続可能な社会「循環型社会」の実現を目指し

ていますが、なかなか難しいというのが現状のようです。そのような状況のなかで、よ

りよい環境づくりへ主体的に参加し、環境への責任ある態度や行動がとれる人づくりこ

そ環境問題解決への確実な方法であり、とりわけ、次世代を担う児童生徒への環境教育

は重要であると考えられます。 
 

（１）環境教育のねらいについて 

神奈川県教育委員会による環境教育のねらいは、次のように報告されています。 

「環境や環境問題に関心・知識を持ち人間活動と環境とのかかわりについての総合的な

理解と認識にたって、環境の保全に配慮した望ましい働きかけのできる技能や思考力、

判断力を身に付け、よりよい環境の創造活動に主体的に参加し環境への責任ある行動が

とれる態度を育成する」こと。 

また、これらを次のようにまとめています。 
 



 

１．環境に対する感性を磨き、環境へかかわろうとする気持ちを育てる 

２．環境に対する正しい認識と適切に問題解決していく能力を身に付ける 

３．環境保全に主体的に参加し、行動につなげる態度を育てる 

さらに、「いくら、環境に対する感性が磨かれ環境に関心をもち、環境に対しての認

識を深め、問題を解決する能力を身に付けても、それが行動に結びついていかなければ

何にもならない」とも述べています。これは、全く的を得た解説であると思われます。

どのように正当なことを主張しても、行動しなければ、環境は改善されません。汗を流

さない人として、教育してしまっては、物事は一歩も改善されないことでしょう。 

行動につながる環境教育を推進するためには、「学校だけで学ぶのではなく、子どもたちが

自分を取りまく環境に対して自ら働きかけ、家庭や地域とともに取り組んでいくために、家庭と

の連絡を密にし、理解や協力を得ること、教師が地域をよく知ること、そして地域の資源を上手

に利用していくこと等が大切である」と、述べられています。それらのことは、だれもが賛同でき

る真理ではないかと思います。 

 

（２）横浜市の環境教育のとらえ方 

横浜市教育委員会が平成１７年に作成した「環境教育指導資料」によると、 

「環境教育は、各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間などで指導することが可

能である。また、各教科には独自の目標があるが、この目標と環境教育の目標達成は両

立可能であり、教科などの指導目標に沿うものである。さらに、環境教育を進めること

により通常の教科での学習内容を豊かにすることができる。」としています。 

また、環境教育を通して身に付けさせたい態度、能力、見方や考え方の例をいろいろ

と具体的に上げています。その中に、社会的な態度の育成に関しての項目で、「問題解

決のために積極的に行動しようとする」という一項があり、行動につながる環境教育が、

横浜市でもうたわれていることが確認されます。  
 

（３）西柴アマモ隊の設立にあたって 

西柴アマモ隊が、設立された背景には、次のようなことが挙げられます。 

・学校から徒歩で３０分のところに横浜市で唯一の浜辺「海の公園・野島海岸」があ

る。 
・平成１５年に制定された「環境保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関す

る法律」が平成１６年１０月に完全施行となった。 

・平成１５年度に、「金沢八景－東京湾 アマモ場再生会議」が設立され、市民・企

業・大学・研究機関・行政の協働によって、金沢八景の海にアマモ場を再生する

活動が始められた。 

・総合的な学習の時間の活動例として、「アマモ」をテ－マとした海の環境再生学習

に取り組むことが可能である。 

・「金沢八景－東京湾 アマモ場再生会議」が開催するアマモのイベントに参加する

ことで、行動する環境教育のための「場」が、設定できる。 
 

これらの恵まれた環境を背景として、児童の主体的な活動として「海の命いっぱい」

の活動が、平成１５年度から始まりましたが、正式には、平成１７年度に学校の特設ク

ラブ「西柴アマモ隊」として位置づけられました。 

当初より、海での活動なので、児童の安全を考え、保護者同伴を原則とした指導を行

って来ましたが、活動が始まると同時に、児童の安全保護の立場としてだけでなく、保

護者の方々も子どもたちとともに、環境再生活動へ参加するようになりました。 

これらの活動は、別の言葉で言うならば、海の環境再生への「市民参加」ともいえる

のではないかと思われます。子どもの活動をきっかけとして、環境再生活動に参加した

例と思われます。 



 

このように、西柴アマモ隊はこれまで、保護者の皆様とともに行動を通して海の環境

再生活動に取り組み、「まち」での情報発信にも努めてきました。 

その結果、これまでの活動のあゆみが、第１４回横浜環境活動賞を受賞する手がかり

になったものと推察されます。 
 
（４）保護者の皆様とともに―――輪を広げて 

ここに、「第２５回豊かな海づくり大会」において、大会会長賞を受賞した村田依玖

美さんのお母様の手記を紹介します。 

「……..先日手にした『ハマの海づくり』の本を読ませていただき、私たちアマモ隊
が参加するまでの皆様方のご苦労と、海をつくる会の皆様の地道な活動の積み重ねを知

り、感動致しました。アマモ隊の子どもたちは、坂田先生の環境問題に関する授業の一

環として「金沢八景－東京湾アマモ場再生会議」の皆様と知り合い、その熱心な活動に

引き込まれていきました。そして、皆様方の熱い思いを肌で感じ取ったのか、子どもた

ちは新しいことを次々と吸収していき、海のあり方を自然に体で受け止めていきました。

自分たちの海を守っていくという事を、特別な気負いもなく、実に自然に頭や体に取り

入れてったような気がします。 

昨年の豊かな海づくり大会で会長賞をいただいた長女は、その後、急きょ受験するこ

とになり、横浜国大付属鎌倉中学校に入学しました。この学校は、小中一環で、特に自

分の考えや意識を育てることを重視しています。各教科で、課題を与えられ－－それを

調べる－－まとめる－－発表する－－その反省をするという一連の作業が徹底してい

ます。これは、娘がアマモ隊の活動として絶えず行ってきた事なので、全く苦にするこ

となくこなし、又環境問題に関わる課題が出たときも、アマモの活動を通して教えてい

ただいた事と結びつけて考えることができ、自分の自信になっています。アマモの存在

を知り、自分たちの海をきれいにする。そしてそれが、生活環境を考えるきっかけとな

り、強いては日本の在り方を知ることにもつながっていきます。私は、子ども達には、

目先の勉強より広い視野をもち、物事を長い尺度で考えられる力をもって欲しいと思っ

ています。 

とりわけ子どものゆがんだ犯罪が多発している今、大人達が自分のできることで子ど

もたちを刺激し、育てる義務があると思います。微力ではありますが、親の協力として、

子ども自身が自分なりに問題に気づき、必要性を感じて解決に取り組めるようになるま

で、陰ながら見守って行こうと思っています。これからもよろしくお願い致します。 
村田 奈津子」 
この手記は、金沢八景－東京湾アマモ場再生会議の代表として務められます横浜市立

大学国際総合科学部、林しん治教授のご退官に際して、西柴アマモ隊の保護者として贈

って頂いた一部です。この中から、協働で活動した日々が、子どもたちにどのような成

果をもたらしていったかを、読み取ることができると思います。 
恵まれた海の自然環境、環境教育のすばらしいスタッフ、そして、子どもたちへの熱

い想いを抱く保護者・教師たちに育まれ、西柴アマモ隊の子どもたちは今日も歩み続け、

成長しています。 
地域の皆様、そして保護者の皆様のご理解とご支援があってこそ、活動することがで

きた西柴アマモ隊です。これからも、いっそう絆を大切にして、皆様と共に海の環境を

守っていけるように願っています。 

また、これらの活動が、西柴アマモ隊にとどまることなく、その輪が大きく広がって

いくことを切に願ってやみません。 
 
（５）「まち」への発信 

来る、１１月３日文化の日には、ベイサイドマリ－ナにおいて、アマモの播種イベン

トが計画されています。昨年度より、このイベントにおいて、西柴アマモ隊児童の発表



 

の機会をいただいています。アマモの移植に関わる活動報告が主ですが、今年は、海の

環境改善について発表します。 
平成１８年５月７日の朝日新聞の記事によると、「東京湾岸 カレイ稚魚復活～６年

前の１０倍近く～」ということです。これまでの、アマモの移植活動によって、アマモ

場は広がり、たくさんの稚魚たちが、アマモ場に見られるようになってきています。さ

らに、毎月アマモ場のモニタリングに取り組む研究者の皆さんからも、様々な魚たちの

確認情報が伝えられています。 
アマモ場が「海のゆりかご」として大変重要な役割を担っているということを、ひし

ひしと実感します。これからも海の再生の様子を「まち」の人々に伝えていきたいと考

えています。 
 

 
 
 

＝＝＝ 

 

［発表者プロフィール］ 
 

坂田 邦江（さかた くにえ） 

横浜市立西柴小学校教諭 福岡県福岡市生まれ。大学卒業以来、

横浜市の教育に専念する。教員に採用された当初より、児童に「生きる

力」を育てるためには児童に問題解決力を育成することが重要である

ことを認識し、授業改善に努めてきた。総合的な学習の時間の発足以

前より、地域の特色を教材化し、体験と知識を生かした実践に結びつ

ける授業をめざしてきた。金沢区には、平成１５年度より勤務し、特設ク

ラブ「西柴アマモ隊」を創設し、環境教育を通した人づくりを目指して

授業展開を行ってきた。平成１７年度には、アマモ隊児童を「第２５回

豊かな海づくり大会かながわ大会」へ大会メッセンジャ－として送り出した。 

平成１８年度は、「西柴アマモ隊」は、第１４回横浜環境活動賞を受賞した。 

 



 

 

「アマモン」 に夢を託して ～ＦＬＬ大会に参加～ 

エジソンズ 

１． はじめに 
２００５年８月。「レゴブロック？好き好き。」 「レゴブロックを使ったロボコン？おもしろそう。や

ってみようよ。」 私たちは気軽な気持ちで、ＦＬＬファーストレゴリーグへの参加を決めました。 

今回のテーマはOCEAN ODESSEY（海の冒険）です。 

海をテーマにしたリサーチプレゼンテーション、ロボットの技術的なことに関するプレゼンテ

ーション、チームワークに関するプレゼンテーションの３つのプレゼンテーションとフィールド上

でのミッションをこなすロボット戦で合計点数が決まります。 

その海をテーマにしたプレゼンテーションをどうしようかと考えた時、西柴小４年生だったメン

バーがちょうどアマモについて学んでいたのでした。担任も坂田先生。海に関して色々聞ける

かもしれない・・・と、テーマをアマモに絞ったのです。そして それから数ヶ月間、私たちはア

マモの世界へと踏み込んで行きました。 

 
２．アマモ再生活動 参加 
メンバーは西柴小だけでなく、並木第四小、釜利谷東小、中学生もいます。みんなの知識

を揃えなくてはなりません。坂田先生にお話したら、「ぜひ、アマモ場再生イベントに参加してく

ださい！」とのお誘いを受け、親子そろって活動に参加させていただきました。 
城ヶ島でのアマモ種子選別会、金沢漁港での播種シート作り、船に乗って海の公園沖のア

マモ場の見学。学校ではアマモ場再生会議の方々の出前授業。どれもこれもメンバーにとっ

ては、ものめずらしく楽しい経験でした。と同時に、今まで海の公園での水遊びの時に、ゆら～

っと浮いて邪魔だった草がアマモだったこと、アマモがあるおかげで生き物が安心して暮らせ

ること、そしてそのアマモを増やすために、こんなにも大勢の方々が努力されていることを知り

ました。 
 
３．関東大会 
今まで、海の近くに住んでいながら 何も知らず、たくさ

んのことを学びました。今回のレゴの大会という場で みん

なに知らせたい。そんな気持ちが 少しずつ高まり、体験し

ながら学んでゆくうちに メンバーから アマモについての

意見が どんどんでてきました。そして 関東大会は、パネ

ルシアターを使って発表することに。メンバーは 全員アマ

モのアマモンになりきって 「みなさん、こんにちは。ぼくは

アマモのアマモンです。」 と始まり、ボク（アマモン）は、海

の中の植物であること、海の中でどんな役割をしているか、

ボクの天敵は赤潮、じょれんなどであること、環境を守るた

めに人間たちにしてほしいこと・・・などを話します。 
そして“ぼくたちのアマモン（アマモ苗植え機）”登場です。 

 
４．ぼくたちのアマモン（アマモ苗植え機） 
メンバーたちは、アマモ場再生イベントへの参加などを通して、色々なことを学びま

した。そして学んだことを生かして、将来どうなったら良いと思うかを考えました。 

播種シート作りに参加した際、長いシートに種を混ぜたのりを塗り、くるくる巻いた

らとても重かった。みんなで何巻も作ったものを みんなが帰ったあと、ダイバーの人



 

たちが全部海の底に据え付けてくれるんだって。あんなに重くて長いものを、ひとつず

つ潜って作業するのは大変・・・。じゃあ ロボットを作ったらどう？日本では 稲の

田植えにも機械を使ってる。アマモも田植えのように機械がやってくれたら・・・。い

ろいろな意見がとびだし、夢がふくらみ、“アマモン（自動アマモ苗植え機）”が生まれ

ました。 

環境にやさしい太陽光エネルギーを使ったり、生き物をこわがらせないよう、海の生

き物型であったり、でこぼこの海底でも動きやすいようキャタピラーだったり。もちろ

ん無人で動きます。将来、みんなが考えたアマモンが東京湾で活躍してくれたらいいな

と思います。 

 

５．世界大会 
私たちは、関東大会で優勝、全国大会で３位となり、ア

メリカのアトランタでの世界大会に出場することになりまし

た。 
日本語の文章を英語に直し、日本らしさを打ち出すた

めに、パネルシアターを紙芝居に変えて、はっぴにはち

まき、拍子木まで用意して。（拍子木は残念ながら、会場

の関係で鳴らすことはできませんでした）そして、誰も英

語を話せないけれど、どうにか英語らしく聞こえるように、

ストップウォッチ片手に必死に練習しました。 
地球全体から見たら、つまようじの先ほどもない西柴小４年４組の教室。そこで学んだことから

端を発し、遠路はるばるアトランタまで行って、アマモの話をすることになろうとは・・・。 
世界大会は、北米、南米、北欧、ヨーロッパ、アジア・・何カ国もの人々が集まっていました。プ

レゼンテーションは残念ながら非公開なので、他のチームがどんなことをテーマにしていたの

か、全部はわかりません。耳に入ってきたのは ゴミのリサイ

クル問題、海軍のソナーがイルカに与える影響などでした。

他のチームの発表が 聞けたらよいのにと 何度も思いまし

た。 
世界中の人々が、海の環境問題について真剣に取り組

んでいました。金沢区から世界に向けて、「一人一人が大き

な声で、自信を持って（英語が通じなくても？）」発表してき

ました。小さな活動も、力を合わせれば、波のように大きく

広がってゆくと思います。私たちの学びが、世界に少しず

つでも 広がっていることを願います。 
今日は、世界大会での英語のプレゼンンテーションを発表します。メンバーの自信のほど

は・・・？  
 

※ ＦＬL大会（ファーストレゴリーグ）について 
 午前中は 非公開・個室での３つのプレゼンテーション、午後は レゴ

のマインドストームを使ったロボコンです。今回は OCEAN ODESSEY

（海の冒険）をテーマにした９つのミッションを２分半でまわって得点（４００

点満点）を稼ぎます。 

 僕達 エジソンズは 関東大会 優勝、日本大会 ロボットパフォーマン

ス賞、世界大会 チームワーク賞３位で ３つのトロフィーを もらえまし

た。 

 



 

[発表者プロフィール] 

 エジソンズ 

 
西柴地区を中心に、ボーイスカウト横浜第２４団の仲間、兄弟、学校の友達…とレゴ好きが

集まってできたグループです。個性ある仲間がレゴブロックのようにしっかり組み合わさってひ

とつの大きな力になりました。 

メンバー 葛島 星哉・桑原 陸・酒井 貴浩・山岸 立（西柴小学校）、 

宮川 健太郎（釜利谷東小学校）、小山 哲矢（並木第４小学校）、 

中島 康輔・山下 雄史・山岸 幹（麻布中学校） 



 

 

１．はじめに 

GRASSY というグループは、大学生という時期に環境問題に対してどのようなこと
ができ、また大学を卒業した後にどのような活動が出来るのか、という主題を考えて結

成した団体です。 
私たちは昨年に行われた 2005 年横浜国際ワークショップに参加し、この横浜で多く
の環境事業が展開されていること、そして世界中で多くの人々が海辺の環境を改善しよ

うとしていることを知り、私たち学生にも何か出来ることはないだろうかと考えた横浜

市立大学の学生が声を掛け合い、この団体を結成しました。 
GRASSYでは海辺での環境再生に対して積極的に活動を行っていこうと考えており、
それが多くのところに広がっていくことを願いながら活動を行っています。 
ここで、どうして GRASSY は海辺の環境再生を目指して活動しているのかを説明した
いと思います。多くの人は環境保全・環境改善と聞くと山や川を思い浮かべると思いま

す。確かに、日本は山々が連なって多くの木々を生い茂らせている山岳国で、山や川の

方が身近に感じることが多いと思います。しかし、地表の約 80％は海であることから
も分かるように、海は環境問題を考える上で重要な要素を持っています。加えて、ここ

横浜は海辺を発展させることによって経済発展してきた場所であり、横浜市立大学の地

元ということで、我々は海辺の再生を目指して活動を行っています。 
GRASSY は結成 1 年もたっていない、まだまだ幼い組織ですが、昨年度の横浜国際
ワークショップで培った経験と知識を用いて、他の組織との交流、環境再生への活動、

一般の方々への私たちの活動報告等の活動を今年度行ってきました。まだ多くの活動は、

他の団体の補助というような活動ですが、GRASSY の活動が続いていくにつれて、
GRASSY主催の活動が出来るようにするつもりです。 
今年度の活動のなかで、主要な活動というと、私たち GRASSY のメンバーの一部が
オーストラリアに研修に行ったことが挙げられます。これは、昨年度の横浜国際ワーク

ショップで、オーストラリアでの海辺環境再生のための活動について発表してくださっ

た Angela Colliver氏に、実際にそこでどのような活動をしているのか見てみたいと話を
持ちかけ、今回のアマモサッミト・プレワークショップ 2006 組織委員会代表の林しん
治氏に大学側・オーストラリア側の仲立ちになっていただき、学生の研修旅行という形

でオーストラリアの環境再生の現場を見てきたという内容のものです。（研修の詳しい

内容は報告書の形でお配りしますので、そちらをご覧ください） 
その他の活動は、元祖アマモ隊との交流を多く行わせていただきました。元祖アマモ

隊とは、西柴小学校のアマモ隊の初代メンバーが中学生になってもこれまでのような活

動を続けたいと言って立ち上げた団体です。つまり、元祖アマモ隊とは私たちの先輩に

当たる団体で、海の浅瀬にあるアマモという植物が海をきれいにし、生物を守る働きを

しているということから、アマモを海に植えて海をきれいにするという活動をしてきた

団体です。彼ら、彼女らはアマモと海辺の生物のことでは私たちとは比べられないぐら

いの知識・経験を持っており、毎回いろいろなことを教わりながら交流をさせていただ

いています。 
最後になりましたが、今日の発表のことに移りたいと思います。 
今回のアマモサッミト・プレワークショップ 2006では私たち GRASSYはオーストラ

GRASSY 世界に拡がる 

 

横浜市立大学 市大アマモ隊 GRASSY



 

リア研修に行ったメンバーに日本以外での海辺の環境再生の取り組みについての発表

をしたいと思っております。現地には元祖アマモ隊と共同して作成したオーストラリア

への手紙も持って行ったので、そのことを今回の発表に用います。 
 

（GRASSY副代表 田中 生） 
 
 
 
2. オーストラリア研修の成果 

オーストラリア研修の目的・活動は一つではなく、たくさんの目的・活動がありまし

た。そのなかで、オーストラリア研修が今回１回だけで終わってしまわないように、そ

して、もし、終わってしまってもオーストラリア研修から両国の環境事業が有機的に発

展していくようにするため、多くの「交流」を行いました。今回の発表では、その成果

を発表します。 
研修前に、元祖アマモ隊にオーストラリアの小学生宛てにメッセージを書いてもらい、

それをオーストラリアの環境事業を行っている同年代の子供たちに送ろうという企画

を考え、実行しました。 

 
上の写真のように、アマモのモニタリングに同行する際に、手紙はベルジャンガーディ

アン州立小学校の２年生にあたる子達に送りました。そして、私たちが研修を行ったこ

とを、後日オーストラリアの子供たちがインターネット上で報告してくれ、その内容を

今回発表します。 
ベルジャンガーディアン州立小学校の子達は、干潟のモニタリングをしていて、今回

私たちが同行させてもらったのですが、とても厳密なものでした。モニタリングは、ま

ず１チーム５人ほどで行い、メジャーで 50ｍの直線をつくります。そして、それに沿
って、５ｍ間隔でおよそ 50 センチの正方形の金属の枠を一人が置いて、三人がその枠
内の土壌の状態、貝などの生物の固体数、枠の面積当たりのアマモの占める割合、アマ

モの種類を調べ、最後に写真に収めます。その間、残りの一人は枠付近の土をザルに入

れて、種子の有無を調べます。これを５ｍ間隔で沖のほうへと続けていきます。 
このアマモのモニタリングは、厳密さにも驚かされましたが、参加している人達が子

供たちだけではなく、保護者やボランティアの方など多くの人達が参加し、その人達が

いることによってモニタリングなどが成り立っており、日本との活動の違いにも驚かさ

れました。 
また、オーストラリアでは、モニタリングなどの活動の際、チームには必ず少なくと

も一人はリーダー格の子がいました。詳しく聞くと、その子達は一つ年上の子たちで、

年下の子たちに自分たちのモニタリングの技術を教えているのです。モニタリングは、



 

絶好の後継者教育の場でもあり、ここも日本とは違うところでした。 
団体活動というものは、長く続けようと思えば思うほど、後継者の存在が大事になって

くるので、この試みは日本でも見習う必要があります。 
多くのことが日本とオーストラリアでは違い、ど

ちらにも良い点と悪い点がありました。しかし、今

回の研修で日本はまだまだオーストラリアに及ば

ないということがはっきりと感じられました。オー

ストラリアと日本、同じく海の環境を良くしようと

している国同士が、協力して海の環境改善をする日

はまだまだ日本が遅れているため遠いかも知れま

せんが、今回の研修がその足がかりになるように発

表をさせていだだきます。 
 
http://www.seagrasswatch.org/gallery.html 
 

（GRASSY オーストラリア研修代表 竹内真理） 



 

 


